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寓話と「海上の道」

一日本と西サモアー
　　　　　　〔第皿報一その1－〕

馬場　喜敬

　三河の国の伊良湖崎の岬より遠からぬ所，と

ある砂浜に打ち上げられていた椰子の実，三っ。

柳田国男の空想はここからはじまる。この椰子

の実，何処方より来らん，はるか大海のかなた

の土地に在りしならむ椰子の実がその地の海辺

をはなれたるはいっそ。海上，風雨にさらされ，

波にもまれ，日に照らされ，その旅路，迷子の

ように曲線を描きしこともありしならん。漂流

のおぼっかなさ，陸を見失ないし如きときもあ

りしならむが，いま，現実に，この浜辺に身を

横たえて，われこれをみる。一柳田の脳裡に

は，椰子の実の軌跡として一本の糸のように

「海上の道」がうかんでくる。

　この「海上の道」を通って，現・日本の生活

文化のいくっかは移植されたのではなかろうか。

ひょっとしたら原・日本人の一系統も含まれて

いたのではないか。一「海上の道」という著

書から，ここまで読みとりうる資料が引き出せ

るとする専断は抑制されねばならないであろう

か。且つ，この「海上の道」は，まずは南西諸

島に向い，或いはその近隣にとどまって，遠く

赤道の周辺の島々には及んでいない如くである。

しかし，空想の翼をもう一度はばたかせ，「軽

びいみじう」，おもいを南半球にいたらせるこ

とも，“堅き禁断”のもとにあるとはおもわれ

ない。

　今日，ジェット機は「海上の道」を見下ろし

つつ，日本から赤道周辺の島々まで，まる一昼

夜を要せずして達することができる。このジェ

ット機は，空想を助長するものなのか，或いは

かえって拒殺してしまうものか，いまはひとま

ず問わずにおこう。代わりに，「海上の道」の

岩波文庫版（1978年）の末尾にある大江健三郎

の文章から，二，三ケ所をとり集め引用する。

「海上の道」におさめられた作品すべては，

それぞれがわれわれの民俗の古層の，これよ

りほかの方法ではそこに向けて超えることの

できぬ，海上の道をったって来た人々へ向け

ての，その想像力的な乗り超えの助走をジャ

ンプを繰りかえしている。……〔そこで〕＜そ

れは詩であり，文学であり，……また神話で
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さえある〉との批判的評言もおこなわれるこ

とになる。……〔しかし〕「海上の道」に喚起

される想像力の勢い，その指向性に立つ後進

の研究者が，柳田が実際それを期待したよう

に，かれの仮説を科学的にうちくずすとする。

その時むしろさらにあきらかに，柳田がその

詩的言語・文学表現の言葉で喚起した想像力

の質が，科学的な作業仮説そのものであった

と証明されよう。

l
l

　ニュージーランド，マオイ族の踊りと，それ

に付随する小道具などが，日本の二三の地域

（信州諏訪地方など）と共通性があるという指

摘は，上記の文を草した私にとっても，早目に

やってきたおどろくべき事例であった。ただこ

れは，すぐさま，その場で，公認をうけたとみ

てよいのかどうか。

　ともかく，私が，私のくサモア資料〉からヒ

ントを探し出そうとする以前に，サイは投げら

れてしまった。なお上の事例は〈映像資料〉で

ある。本報告においては，これからもく映像資

料〉をく文献資料〉と同格のものとして使って

いくことを予め記しておきたい。

　以下，若干の「サモア」生れのお「話」を記

述する。

①一ココナツの起源（シナとうなぎ）

　何年も前，レオネの村に，村人たちが水浴と

　洗濯に使うプールがあった。プールの名はブ

　ナロアといった。或日，王女のシナSinaは，

　プールに水浴に行き，そこに一匹のうなぎが

　泳いでいるのを見て，びっくりしてしまった。

　「王女シナさま」とうなぎはよびかけた。「お

　どろかないで下さい。害などいたしません。」

　「お前はここにいてはいけません。」王女は答

　えた。「お前はく村の名もない人々＞aumaa－

　gaがやってくる前にここを去らなければな

　りません。さもないとかれらはお前を殺すで

　しょう。」

うなぎにとって，このプールから迷れること

は不可能であった。そこでかれはシナにいっ

た。「もし村の人たちが自分を殺したなら，

あなたはあたしの頭をあなたの家の正面に埋

めて下さい。そうすれば，それは果物を実ら

せ，大いにあなたのお役に立っことでしょう。

村の人々は到着し，立ちどころにうなぎを殺

した。シナは彼女にうなぎが指示したことを

果した。彼女はうなぎの頭を，彼女の家の前

に埋めた。それは大へん背の高い樹に成長し

た。そしてうなぎのことばが本当であったよ

うに，それはたくさんの果実をならせた。す

なわちココナッを。それは，本当にシナと彼

女の家族に大いに役立った。

シナはのどがかわいたときにはいっも，ココ

ナッの一っをわって，それから果汁を飲んだ。

ココナッの実の上には，三っのしるしがあっ

た。これらのしるしは，シナが埋めたうなぎ

の鼻，口，眼をかたどっていた。樹の幹はう
　　　　　　　かた
なぎのからだを象どっていた。

付記：ココナッはこの島で有用な樹である。

それは多くの用途がある。家を建てること，

魚とりのわなを織ること。籠，箒，帽子，箕

（扇），スカート（ペティコート），装飾品，

飲物，食料，などなどの用に供される。

②一かめとさめ（ふか）

　ヴァイトギの村に，盲目の老女とかの女の孫

　娘が住んでいた。フオニイァ，フオニイァと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　ら
　して知られていた。かの女たちはその聚落で

　のきわめて大家族の出であった。その家族は

　サイレツリーとして知られていW。あるとき

　全村が大飢饅に見舞iわれた。人々は餓えで死

　んでいった。誰もが自分自身のことしか考え

　られなかった。盲目の老女と孫娘のことも例

　外ではなかった。家族の者はこの老女と孫娘

　に何一っ分け与えようとしなかった。そこで

　老女は大へんおそれすくみ，大へんな失望を

　もって，自分たちはもう何も食べものを与え
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られることはない，と感じとり，胸がむかつ

くおもいをし，恐怖に身をふるわせて，老女

は孫娘にいった。

「この家をはなれ，食物のあるもっとよい場

所を探しましょう。」

二人は緑の村を通り，歩いていったが，誰も

二人を招き入れなかった。飢謹はおそるべき

有様でした。二人は絶壁の上によじのぼった。

盲目の老女は孫娘に海に跳び込もう，と告げ

た。〔二人は海にとび込んだ。〕老女はかめに

変り，孫娘はさめに変った。家族の者たちは

二人を探した。が，成功しなかった。最後の

手段として，かれらは絶壁の上によじのぼり，

老女と孫娘の名をよび，歌を調し，招こうと

した。

そして，そのときからして，訪問者たちがそ

こにくるときにはいっでも，村人たちは歌を

諦しようとする。すると，かめとさめが姿を

あらわす。この伝説は，かれらが現われ出る

ことによって，いきいきと保たれている。

③一一日をつくる太陽と月（そして年）

　　　をつくる月。
　　　　　　

　太陽は一日の通例の時刻係timekeeperであ

　る。夜は三っの部分に分かれる。真夜中，一

　番鶏，二番鶏。それから太陽が現われる。日

　の出，ハーフウェイまでの上昇，頭上に直立。

　そして最後に日没。かれら（サモア人たち）

　は考えた，真紅の太陽は，大海の中に没入し，

　そこを通りぬけて，翌朝，反対側に出てくる

　のだ，と。また太陽が沈みいくとき水平線で

　波にぶっかるとき，波の動揺は大へんなもの

　だろうとおもわれていた。……他人を呪うの

　に，海に沈むこととか，太陽が頭上に燃えた

　ぎりながら落ちることを考えるのは最大の呪

　いとされた。
　　
　月は一年の時を定める役the　timekeeper　of

　the　yearを果たす者である。1年は12のルー

　ナによって月に分けられた。夫々の月はすべ

　ての部族に共通に使われる名前によって知ら

れていた（若干の例外はあったが）。いわゆ

る閏の日は，容易に挿入され，それによって

12の月の名前の一様性が保たれた。

1月。Ufu　va　mua．最初のヤムyam〔熱帯

産のいもの一種〕掘りの月。こういわれるの

は栽培されたものが熟する前に野生のヤムを

掘ることから，また早い時期のヤム掘りのこ

とからである。

2月。Toe　utu　va．再度の掘り起し。これは

ヤム作物から出た名である。この名称はまた

嵐を捲きおこす風による一層の掘り起しとし

て説明される。

3月。Fauafu．枯れ凋みの月。これはヤム

の蔓や，その他の植物が枯れ凋むことに由来

する。枯れた色は貝殻のような色になる。

また，’Taafanuaという別名もある。その意

味は土地をぶらぶらさまよい歩くこと。これ

はこの月に崇拝される神の名でもある。

4月。Lo．この時期，豊富な群れをなして

やってくる小さな魚の名に由来する。

別名，Fanonga．これは破壊という意あり。

5月。Aunumi．圧し潰された茎。この時期

ヤムの茎が圧し潰され，粉々にされた状態に

由来する。また，この時期，さまよい廻って

いると想像される多数の悪意あるデーモンと

いうことから出た名称ともいわれる。

海の魚でさえも，この月にはデーモンにとり

っかれており，いっになく凶暴になっている

と想像される。

5月はしばしば不健康な月である。雨季から

乾季への移りかわりの時期であり，ここから

して人を圧し潰してしまう病いや迷信的な奇

行が起る。

6月。010amanu．鳥たちが嘆るという名。

好みの木の芽や漿果ていちご，ぶどう，すぐ

りなどの実）が豊富に提供されていることを

よろこんで，鳥たちの間にひろがる，いつも

とちがう悦びから出た名である。目をひく緋

色の明るい花が咲きはじめ，大勢の小形イン

コはじめ幸福な噂りっ子たち（鳥たち）をひ
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きっける。

7月。Palolo　mua．後半年の最初の月。貿

易風の季節。

Palolo（Palolo　virides），すなわち虫（みみ

ず）の名，これは一年のうちの3日間，保礁

（海岸線に並行するサンゴ礁）のある部分か

ら群がり集ってくる。それを土着民たちは大

へん好む。この海の虫の出現は月の周期と関

係がある。下弦の3日間にのみ起るのが原則

的になっている。

8月。Palolo　muli．　Palolo後の月。Paは破

裂・突発を意味する。loloは多脂肪又は油っ

ぽいを意味する。この虫が現われ出たときの

多脂肪的又は油っぽい外観による。またかれ

らが捕えられた直後，ぐにゃりと集められる

ことに由来する。かれらは日の出前，約半時

間頃にのみ見出される。日の出とともにかれ

らは消え去る。

9月。Mulifa．タロtaro，すなわちarum

esculentumの茎のおわりを意味する。この

月は通例になく乾燥しており，灼きつくよう

に熱いので，太陽の焦がすような光線は，最

後に残る小さな切れはし以外にはタロ（イモ）

の茎のほんの少ししか残さない。また一faに
　　　　　　　　　　　　　e　　　　
は魚を捕えるための季節の終焉の意味もあ

る。

　　　　　　　　　　　　
10月。Lotnaga．雨乞いという名，これはそ

のとき雨の神に対して特別に祈りを捧げる者

ということからそうよばれるようになった。

11月。Taumafamua．豊かさの最初の月。

それは魚や他の食べものが豊かになることを

意味する。それからいわゆるpaloloと蝿鉤

祭りがっつく。村の指導者たちの家での公け

の正餐はその日の行事である。

12月。Toetaumafa．祭りを終えること。食

べものは少なくなりはじめる。強い季節風の

時期またサイクロン（熱帯性低気圧）も荒れ

る。そのあとでは非常な欠乏（期）（飢餓）

がある。

④一ハエとミツバチ
　むかしはハエとミッバチとは姉妹で，一軒の

　家にいっしょに住んでいた。片方はムンブム

　プムという名で，もう一方はウウウウウとい

　う名でした。

　ウウウウウは働き者で，朝から夕方おそくま

　で働いて，食べもののない悪い時期のために

　せっせと食料を集めた。ムンブムブムの方は

　将来のことは少しも考えず，いっまでも鼻歌

　をうたってとびまわり，いい気分で遊んでい

　るばかり，食料集めなどはまるきり気にかけ

　ずにいた。ウウウウウは毎日のように姉にいっ

　た、「いっしょにきてよ。もうすぐ悪い季節

　がきてお腹がすくのよ。その頃には蜜のある

　花なんか一っもなくて，朝から晩まで雨ばか

　り降っているんだわ。」

　それでもムンブムブムは，少しも気にしない

　で，妹の忠告を笑いとばして，知らん顔をし

　ていた。いざとなれば妹が食べものをくれる

　だろうと考えていた。一家族に一人働き者

　がいればいいのよ！

　働き者の妹もとうとううんざりしてきた。そ

　こで別の家に引越してそこに食料をためこむ

　ことにした。そして悪い季節になってムンブ

　ムブムが戸口をたたくと，妹は姉を家に入れ

　ずに追い払ってしまった。

　やがてなまけ者の姉は，なまけの罰としてハ

　エに変わってしまい，働き者の妹はミツバチ

　になった。

⑤一ワニの穴（抄記）

　サフエアとフアランガウナという夫婦がサモ

　アの島にいた。二人のあいだには10人の息子

　がいた。その名は年の順に十，九，八，七，

　六，五，四，三，二，一といった。そのあと

　で女の子が生れ，ジーナと名付けられた。

　ある時，みんなは隣の村に出かけ，そこの子

　供たちと槍投げ遊びをした。最初は藪の中へ

　槍を投げた。一の槍がいちばん遠くまでとん

　だ。次は浜辺の方へ投げた。こんども一の投

一30一



寓話と「海上の道」一日本と西サモアー

げた槍がいちばん遠くまでいって，一ぴきの

ワニの穴に落ちた。

ジーナは槍のあとを追っていき，ワニに頼ん

だ。「どうかわたしの槍を返して！」

ワニは「はいって自分で取っておいで」

ジーナが穴の中に入ると，うしろの岩がふさ

がり，ジーナは捕えられてしまった。

そこへ兄の十がきて呼んだ「ジーナ，どうし

たんだ，出ておいで，もう家へ帰るよ」

ジーナは答えた。「ああお兄さん，家に帰っ

たら父さんと母さんに話して，わたしがここ

のワニにっかまえられて，穴から出られない

でいるって」

十が帰ると，サフエアとファランガウナがき

いた。「十や，ジーナはどうしたの？。」十

「あの子は九のボートに乗ってじきに帰って

くるさ。」

こんどは九がワニの家に行って言った。「ジー

ナ，どうしたんだ，出ておいで，もう家へ帰

るよ。」ジーナはさっきと同じように返事を

した。しかし九は家に帰り，両親にきかれる

と十と同じように答えた。ほかの兄たちも同

じだった。最後に一がいきました。ジーナの

答えをきくと，一はすぐに決心して，穴の前

に生えていたアダンの木に登り，空飛ぶ犬の

ような声を出した。ルク，ルク，ルク……。

そしてアダンの実をどっさりちぎると，穴の

入口に投げ落とした。

ジーナはその実がバラバラと落ちる音をきく

とワニにいった。「ワニさん，穴をちょっと

あけて，きっとアダンの実が外にちらばって

いるわ。わたしを外に出して。あなたにきれ

いな首飾りをこしらえてあげるから。」

ワニ「でもお前はきっと逃げるんだろ？」

「逃げるなんて考えてないわ。でも心配なら

縄でわたしの足をしばっておいたら。」

ワニは納得してジーナの足をしばり外に出し

た。

ジーナ「わたしが実をぜんぶ集めるまで待っ

ててね。」

　兄の一がすぐにやってきて，ジーナの縄をほ

　どくと，それをアダンの木に結びっけた。そ

　して二入はいそいで逃げた。

　ジーナが帰ってこないのを見て，ワニは縄を

　引っぱって「ジーナ！」と呼んだ。するとア

　ダンの葉が，みんなで「おお，おお，おお，

　オホホ！」と叫んだ。

　「よし，すぐにおまえの足を引っぱりこんで

　やるからな。だが，どうも外には大ぜい人が

　いるらしいそ。」ワニはこういって，力いっ

　ぱい縄をひいた。そのためとうとうアダンの

　木は倒れ，たおれたひょうしに枝が穴につき

　ささり，ワニを殺してしまった。

　ジーナと一兄は両親の家に帰って，いままで

　のことを残らず話した。サフエァとフアラン

　ガウナは，それをきいて，ほかの子供たち全

　員にいった。「わかった。お前たちは妹のジー

　ナを愛していないんだ。どうもわしたちが，

　子供を十から数えはじめたのはよくなかった。

　これからは，一から数えはじめることにす

　る。」

　　　　　　×　　　　×　　　　　×

　上記の出典一

　①「ココナッ起源謳一シナとうなぎ一」，②

「かめとさめ」は，Joan　Galea’l　Holland：Sa－

moan－for　the　Visitor，1986（American　Sa－

moa）（J．　G．オランド「サモア案内記」）

　③「太陽と月による時のきまり」はGeorg

Turner：Samoa－A　Hundred　Years　Ago　and

Long　Before－，1884，1986③（London）（G．タ

ーナー：「サモアー100年余の昔からの一」）

　④「ハエとミツバチ」は，Lisa　Tetzner：

Die　Marchen　der　Vblker，1961　（L．テッツナ

ー「諸民族のメルヘン」）

　⑤「ワニの穴」は，Paul　Hambruch：翫d－

seemdrchen，1921（P．ハムブルッフ「南海の

メルヘン」）

　①②収録の「サモア案内記」は小冊子である

が，Legendsとして，ほかに，　Taema　and

Tilafaiga，　Fagasa，　The　forbidden　Bay，

一31一



東京家政大学生活科学研究所研究報告　第12集

Camel　Rock（MAA　KAMELA），　Fatu　Fuji，

Two　Lovers，　UTUMEA，　The　Fisherman　who

couldn’t　make　up　his　mind，　Sadie　Thompsan’s

Former　Boarding　House，　The　Old　Rainmaker，

を含んでいる。④⑤は山室静編著「新篇世界む

かし話集10，アメリカ・オセアニア篇」（教養

文庫／社会思想社），1977からの再録である。

数多くのなかから，上記5っにしたのは，今回

の旅での私の肌感覚による。

皿　サモア人はどこからきたか，そし

　　てサモアの記紀時代はいつ頃であ

　　ったか

　カントが「人類史の臆測的起源」を，ゲーテ

が自伝（「詩と真実」の第一部）のなかで「人類

史の初まり」を叙述したとき，典拠として下敷

きとしたのは，ともに「旧約聖書」の「創世記」

であった。それらはともに含蓄深い人類史の考

察であるが，こんにちわれわれは，人類の誕生

を紀元前4004年前の「エデンの園」のできごと

とみずに350万年前アフリカ・オルドバイの難

谷のできごととみる作業仮設を共有している。

　オルドバイ難谷で直立歩行をはじめた人類は

アフリカの地を北に向い，やがて一支脈はヨー

ロッパへ別支脈は近東からアジアへのみをと

る。19世紀以降次々と記録された遺骨発掘地点

が示すように。そして100万年前頃，シナ大陸

北東部である種の飛躍をとげる。モンゴリアン

と総称されるに至った人類の一大集団は，さら

に広地域への大移動期に入る。トナカイを追っ

て北上した｝群は，やがて環北極海民族を多枝

的に形成する。一方，当時“陸橋”をなした現

在のべ一リング海峡をこえて北アメリカに入り，

縦走南下し，各地に定住民を残しっっ，最終的

には南アメリカに達したと考えられる。おそら

くはアメリカン・インディアン，インカ・マヤ

両民族の大祖の大祖もこのなかに含まれていた

であろう。

　人類の一元的起源説を貫けば，オーストラリ

ヤをはじめ，数多い南半球諸島の人類も，上記

移動主軸から海路，各現地へ到着したと考えら

れる。それがアジア側からか南アメリカ側から

かは問題の残るところであるが，イースター島

を例にとれば，こんにちアジァ側説の方が有力

である。サモア人もアジア側から到来したとみ

るべきか。

　さてサモアに到着したサモア人の歴史はどう

展開したか。サモア社会はいかなる言語や文字

を使っていたか，その文法はどうであったか，

これらは残念ながら目下私の知的射程外である。

　比較的新しいサモア史の出来事としてトンガ

・サモア戦争がある。1250年頃に始まり，ほぼ

100年っついた。トンガは当時（10世紀～15世

紀），サモアのみならず，フィジーその他の諸

島にも遠征を行った強力な武力国家であった。

トンガの優勢はうこかしがたかった。が，坑争
は同時に交流をも生む。サモア人はトンガやフ／

ジーを知ることで，サモア人の自意識も高まっ

たと想像される。それはサモアの「記紀」神話，

伝説，民話或いは日常生活訓などの温床となっ

たであろう。

　その後サモア史はヨーロッパからの渡航者，

っいで宣教師たちによる記録の形で記述される。

　オランダ人航海士タスマンによる1642／43頃

のニュージーランド，フィジー，トンガの発見

におくれること約80年，1722年オランダ人航海

士ロッゲフェーンが三船隊をひきいてサモア島

に来島。また1768年にフランス人航海士ブーゲ

ンビル，1787年同じくラ・ペローズ，来島。そ

して19世紀初頭にはイギリス宣教師の地盤が固

まる。「サモアの歴史」（History　of　Samoa，

1979，Apia）を書いたヘンリーFred　Henryが

1830年を重要な年といっているのはこの見地か

らである。

　宣教師とともに捕鯨やあざらし猟の船の寄港

も多くなる。経済，軍事上からもサモアは欧米

列強の争奪場の色あいを深め，1899年サモア諸

島はっいにドイッ領，アメリカ領に2分された。

西経171°を境界線とし，西がドイッ領，東が
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アメリカ領である。20世紀をサモアは植民地と

して迎えたことになる。

　しかしやがて西サモアとなる西側ドイツ領は

第一次大戦後ニュージーランドの委任統治領に

かわる。っいで第2次大戦後，同国の信託統治

になる。ついでその配下を脱して，ポリネシア

人最初の独立国家となるのはそれから17年目，

1962年1月1日である。

　以下，西サモアの現状を記す文章を引用する。

（「世界各国要覧」1988④，東京書籍，P．122）。

　西サモアは立憲君主国で，元首は大酋長の家

系を引くタヌマフィリ2世である。内閣は，立

法議会が選出する首相と，8名の閣僚より構成

され，他方，立法議会は1院制で47名の議員よ

りなり，このうち45名は酋長（マタイ）の称号

を持っ者となっている。

　社会的特徴は，氏族制を母体とした酋長（マ

タイ）制度である。「村の世話役」ともいえる

マタイは，平均100名程度の部落を支配し，日

常生活において部下のめんどうをみる代わりに，

経済的利益を優先的に享受できる立場にある。

同時に政治的にも大きな影響力を持っ。このた

め中央政府の指令が末端地域まで浸透しにくい

といった幣害が生じている。また，このマタイ

制度では個人の独立性がほとんど認められない

ためか，サモアには住居様式（柱ばかりで壁が

ない開放的なもの）にかぎらず，良いにせよ悪

いにせよ，古い伝統的文化が比較的残っている。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　そしてわれわれプロジェクト研Bが，西サモ

　ア代表部より次の如き招聰状をえて，西サモ

　アに赴いたのは，1988年3月であった。

　「貴下が貴大学付属，生活科学研究所の研究

　プロジェクト「寓話，童話，民話，伝説，説

　話等の系譜的総合的研究」の一環として，太

　平洋圏の調査・研究を企画され，西サモア訪

　問を希望しておられることをうかがい，心か

　ら歓迎の意を表するものであります。

　西サモア政府としても，文化的学術的な立場

から，西サモアの総合的学術研究に深い関心

を抱いており，貴プロジェクトの成果が多大

なることを期待するものです。」

IV

イギリスの宣教師たちは，サモアで，精力的に

住民の教導にあたった。諸事を蒐集し著作をな

した。前出でもあるG．ターナーの本を例とし

てあげる。

　Samoa－A　Hundred　Years　Ago　and　Long

　Before，1884

　Samoa－Nineteen　Years　in　Polynesia，1861

　前者の細目。

　（1）サモア諸島の位置。初期の訪問者，伝統の

　　起り

　（2）サモアーその名称の起源

　（3）来世観一宗教など

　（4）神信仰一戦争，一般的な村の神々

　（5）下位の神，家の神

　（6）人々一幼児と子供

　（7）成人と老年期

　（8）食物一料理一飲酒

　（9）衣服

QO）娯楽

⑪生の終り，長寿，病気など

⑫死と埋葬

a3）家屋

qのカヌー（丸木舟）

as）手工業による諸々の品物

a6）政府と法則

G7）戦争

as）天界と天体

⑲火の起源，及び他の物語

⑳島々の名称一移動についての説明など

㈱政治的区分一ウポル（島）

（22政治的区分一サヴァイ（島）

宣教師たちによって英語がもたらされ，英語

の26文字アルファベットから，14文字が転用さ
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れて，サモア語アルファベットができた。

　AEIOUFGLMNPSTV
　原サモア語（Ursamoan）の文字は知る由も

ないが，14文字アルファベットで書き記された

サモア語文の背後に，ぼんやりうかび上ってく

る気もする。一前出，G．　J．オーランド「サ

モア案内記」及びR．W．アラーダイス「現代サ

モア語簡明辞典（R．W．Allardice：ASimpli－

fied　Dictionary　ofModern　Samoan，1985

（Polynesian　Press，　Auckland，参照）

　この14文字アルファベットによって，サモア

入たちは何を先ず書き記したであろうか。これ

も“知的射程”外にあるが，ひとまず，伝承的

ことわざを古層に属するものとして，いくっか

とり上げてみたい（G．B．ミルナーSamoan

Dictionary，1966による）。

◎“Eati　afiaenomasi”

　He　came　to　fetch　fire　but　actually　wanted

　preserued　breadfruit．

　かれは火を貰いにきたが，しかし実際は保存

　食のパンの樹の実を欲していたのだ（口先と

　腹のうちは別，ということ。）

◎“Efa　asisifuaimoaaemanioilepua‘a”

　He　merely　asked　for　chickens　but　hoped

　for　apig．

　かれは鶏肉を求めてきたが本当は豚（肉）を

　希望していた。一（前記と類似的）

◎“Ta・te　inu　i　Ma｝ie，　ta　16　malie”

　A　play　on　words－Malie，　a　Village，　and

　“malie”，　satisfied，

　Expresses　discontent　when　expectations

　are　not　realised．

　言葉の遊び一Malieは村，　malieは“満足

　した”の意。

　予想が実現されないとき，不満が表に出る。

◎“Ua　m宣1e　lima，　tapa　le　i‘ofi”

　After　the　hand　is　burnt　one　asks　for　the

　tongS．

　手がやけどしてから，人は火挾みを求める。

◎“Seci　lua‘i　lou　le‘ulu　taumamao”

　First　pick　the　highest　breadfruit．

　i．e．　Do　the　hardest　task　first．

　先ず最初にパンの樹の実から摘みとれ。

　すなわち，一番困難な仕事からとりかかれ。

◎“Ua　m酊vai　ae　SUamalie‘ava”

　Water　is　salty　but　kava　is　sweet－an

　apPreciation　of　kava・

　水は塩っぼく，カバ（酒）は良味なり一カ

　バ（酒）は高く評価される。

　　カバ（酒）が出てきたところで引用を打切

　　る。これはG．B．ミルナーが1000～1500例

　　を蒐集したうちの50選を冒頭から掲げてき

　　た。諺（Proverb，　Alaga‘upu）はその社会

　　の基層文化，慣習倫理を実によく表現する。

　　諺の全貌はそれだけでも一っの大きな研究

　　対象となる。当然，諺を寓話との関連も密

　　である。近刊書に，－

　　Pack　Carnes：Proverbia　in　Fabula．　Ess－

　　ays　on　the　Relationship　of　the　Fable　and

　　the　Proverb．（Sprichw6rterforschung．

　　Vol．10．1988）あり。

　　　　　　一むすび一

　　　　　　　　　た一本の糸のように手ぐられた「海上の道」が

おもいがけずサモアを日本に引き寄せるかにみ

えた。サモアにしばしとどまり，サモアの記述

に携わったわれわれは，この糸の強さをどのよ

うに感じとったらよいのか。

　絹の如くか，はたまた蜘蛛の糸の如くか，あ

るいは太縄の如くおもいなしてよいものか。

　われわれはこのようにおもい迷いながらも，

この糸が切れることのないことを予感する。い

まはそれだけである。それで充分である（“Es－

ist　genug！”）o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒頭「柳田の文学的仮設が……未来には科学

的仮設そのものであることが明らかとなう？」

という意の文章を引用した。目下はその未来が

まだきていないというだけのことなのだとおも

う。
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付：写真説明

▲夕ロイモ料理一調理経過（蒸し料理，スタートから約1時間かかる）

①タロイモを洗う。皮に若干手をかける。

②石を焼いて，石焼きの準備一

　それに薪も併用する。

④このときの材料は，タロイモのほか，とうも

　ろこし，缶詰めのミニウインナーソーセージ。

　（日本の女性がこの家の一階を借りていて，

　われわれを招待しての宴であった。）

③薪に火が移り，くすぶり始めている。

　いっもは女性一人ですることが多いが，この

　ときはこの男性が手伝った。

　この男性はtalking　chiefの一人という。

　昔は家事をやらないのが普通だとされた。こ

　のときかれはわれわれの滞在中運転手をっと

　め，その時間帯内ということもあったのだろ

　う。もっともかれは自分の家でも手伝うといっ

　ていたが。

　　　⑤別棟の食事処。
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▲囲綾する海

　碧い海に囲まれたSamoaの諸島

　ゴールデン・パラダイス

　パパスビーチ

　えとせとら，えとせとら一

海一大洋をはなれてサモアは語れない。

南太平洋上の，多島海を演出するサモア諸島。

かって，エーゲ海の多島海から「古典文化」

は起った。

南太平洋の多島海文化がいかなる性格・独自

性をもちうるか，その可能性の幅は大きい。

続

　　　ぜ．

舞試畿

▲タロイモ生育地↑

▲蓮の池とうなぎ

　ホテル・ツシタラHotel　Tusitalaのレストラ

ン棟の脇に池がある。（Tusitalaとはwriter

novelist，すなわち作家，小説家の意。「宝島」

の作者スチーブンスンが西サモアに住みっいた

ことを多として，ホテル名にTusitalaが生れた。

レストラン棟の内部にはかれの肖像画がかけら

れている。）

　朝，水蓮が美しい花を咲かせる。蓮の葉は水

面をおおいっくすかにみえ，その上で花は泰然

と美を競う。しかしボーイが食卓の皿に残った

ものを厨房にもち戻る代りに，池の端に立ち寄

り，たっぷりと投げ込んでやる。すると，大き

なうなぎが，水面に波を立てて，数尾，立ちど

ころに集ってくる。その動作は，日本の鯉でみ

る風情とちがって，大へんにゆったりしている。

その大きさ，1メートルを優に超えている。1

メートル半から2メートル近くまでなる可能性

がある。そして「ココナッ起源調」（「シナとう

なぎ」）の話を知った上では，何か濃密な情感

をからだのうちに感じっっ眺め入ることになる。

　一見「蛇」をおもわせることから，ボーイに

「蛇」はいるのか，ときいてみる。答えは「ノ

ー」であった。しかし「ウポラ島にはいないが

サヴァイ島にはいるようだ」ともっけ加えた。
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▲教会

　宗教：キリスト教ほぼ100％という公式デー

ターに記されてあったように，人口16万に対し

ては，教会の数は目立って多い。この教会はア

ピアApia市街地にある教会である。白い壁が

陽光のもとますます白く見える。

　ヨーロッパのあちこちにあるプロテスタント

・エヴァンゲリッシュ教会の内部をおもわせる

簡素なっくりである。ここも，ヨーロッパの教

会にみられるように，いっでも，だれでも，こ

こへ来て，お祈りができるように，ドアはしめ

られていない。
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▲サモア語

　サモア社会はもはや無文字社会ではない。

　サモアン・アルファベット，14文字。

AEIOUFGLMNPSTV
aeiouf91mnpstv

ヨーロッパからのキリスト教宣教師たちが，

アルファベットを教え，サモア人は14字をも

のにして，サモア語のアルファベットとした。

Ursamoan（原サモア語の文字はどんなもの

であったのだろうか？）
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サモア諸島の位置

・サモア地図　a，b，　c
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「アリとキリギリス」再考

「アリとキリギリス」再考

　　　　　　　〔第皿報一その2－〕

馬場　喜敬，中地万里子

川合　貞子，加藤　優子

a）　イソップの姿は今日なおしげく巷間を俳

徊している。フランスの社会学者マフェゾリは

「ディオニソスの影」「L’ombre　de　Dionysos，

1983）という本を書いたが，この有名なディオ

ニソスに比しても，イソップの影はひけをとる

ものではない。この3～4年の現象をおもいう

かべただけでも，先ず，

　①NHKCh．1の夜11時台LLタイムのとき
インターメッツオのように「イソップ寓話」シ

リーズが流れた。常時みていたわけではないが，

「旅人とプラタナスの樹」など意外に新鮮であっ

たことが記憶に新しい。

　②民放テレビでは「ウサギとカメ」「北風と

太陽」「二人の旅人と熊」なども単発でみた記

憶がある。

　③「アリとキリギリス」ではフランスの某テ

レビ局のアニメイションが映像詩として美事で

あった。これは全く原作（＝祖形）をはなれて

いた。アリとキリギリスはアモール（恋愛）に

おちいる。がまもなくキリギリスは病いにかか

る。アリはその病いを癒す薬草を求めて舟にのっ

て旅路に出る。けれどもアリがもどってきたと

きにはキリギリスはすでに死にたえていた。ア

リはキリギリスの亡きがらに涙して倒れ傭す。

一これはもはやオペラ「ラ・ボエーム」の終

幕である！

　さてこのような異色の「アリとキリギリス」

は別として，昔ながらの「アリとキリギリス」

にもどると，それはやはり，イソップの中でも

もっともポピュラーなものとおもわれる。いう

なれば，歌舞伎のなかでの忠臣蔵オペラでの

カルメン，日本の新劇での夕鶴といったところ

であろうか。イソップといえば「アリとキリギ

リス」が真先に口をっいて出るであろうし，真

先でなくともこれをおとす人は稀れである。

b）　本稿はその「アリとキリギリス」にっい

て，アンケートを使っての考察である。

アンケートは日本と西ドイツにおいて行った。

日本一本学（狭山・板橋）の一年在学生約

　200名，文学部と家政学部生と短大保育科。

西ドイ・ツーMinchen及びAugusburgの
　学生，ギムナジウム生，約100名。大学生

　はJapanologie（日本学）専攻者を主とする。

アンケート項目及びその集計結果は別掲の通

り（項目は西ドイッでは日本版よりやや簡略

化した）。

　但しここで前以て注意すべきことがある。

「アリとキリギリス」は大へんはやりのテーマ

といったが，それだけに変容も複雑なのである。

そもそもイソップ寓話の租形とみなされるBab－

rius（ギリシャ語版），　Phaedrus（ラテン語版）

には，ともに「アリとキリギリス」はない。内

容からみて「アリとセミ」がその祖形とおもわ

れる。

Babrius　140（希英対訳英文）

When　the　sluggard　went　to　the　ant．

（なまけ者がアリのところに行ったとき）

この「なまけ者」とはcicade（セミ）のこ

とである。

Phaedrusでは「アリとセミ」でもなく，さ

らにその祖形ともいうべきAnt　and　Beetle

（「アリと甲虫」）が，それも本文でなく付録

（Appendix）112に掲げられている。

「アリとセミ」がいっ頃から「アリとキリギリ

ス」になったか。先ずドイッの例でいうと，シ

ュタインへ一ベルSteinh6wel（1477／78）のラ
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テン語ドイッ語対訳本は「アリとセミ」Die

Ameise　und　die　Zicadeであることは，上述の

ことから当然視されるが，こんにちのドイッ人

が親しんでいるとおもわれる絵本一そしてこ

れをアンケートに添付した一はGrille　u。

Ameiseである。但し，ここでまた問題が生ず

る。Grilleをキリギリスとしてよいかどうか。

現行の独和辞書をみれば大半はその訳語はコオ

ロギである。「コオロギとアリ」，われわれにと

ってはまことになじめない組合わせである。そ

しておもうにドイッ人もわれわれと同じよう

に，Grilleでキリギリスを表象したのではな

かろうか。さらにいえば，鳴く虫の総称として

Grilleを考えたのではなかろうか。リンネC．

Linne的学名によって厳密に種を特定して考

えたのではなかったであろう，とおもわれる。

（参考までに辞書の訳語のAuszugを作って別

掲とした。）

　ともかく絵本での「アリとキリギリス」流行

がこんにちのドイッに一応みてとれる，とした

いo

いう記述が共通している。これは旧約聖書中の

若干の記述との関連で大へん注目される。Mes－

sor属のアリにこういう習性があるかどうか。

少くとも日本のMessor属のアリにっいてこ

のような報告はないが，ここでは生態観察の真

偽が問題ではなく，上述の関連が重要視される

のである。キリギリスに「芸術家の誇り」（ハー

ゲルシュタンゲ）を持たせた点は，星新一の

「未来イソップ」の「アリとキリギリス」の方

向に通ずる。

　日本の二っの「アリとキリギリス」は，とも

に夏からはじまる。こんにちの再話者たちにと

って，日本の暑い夏のさなかのアリたちの猛烈

な働きぶりは，ひところの猛烈サラリーマン並

みに，ひとこと感懐なかるべし，といったとこ

ろか。さて，この二っの話の結末はちがってい

る。一っは祖形，そしてまたドイッの2話と同

じく，キリギリスを冷たく突き放す話であり，

他は，アリが同情心をもち，食べものを与え，

且っ訓告をのべる，すなわち，この話の教訓と

しては4例同じ，ということになる。

　日本の場合，前述の如く，こんにちでは「ア

リとキリギリス」がもっぱら流通しているかに

みえたが，活字の世界でみると，必ずしもそう

でないことがわかる。

　岩波少年文庫「イソップのお話」では「アリ

とセミ」である。岩波文庫版が，Chambry版

を底本にして「アリとセミ」であることに準じ

ているからのことであろうが，絵になっていて，

冬のセミが描かれるのは何か不自然でそぐわな

い。このChambry版尊重は，渡辺和雄訳「イ

ソップ寓話集」（1，II巻）にも及んでいて，

活字の世界の「アリとセミ」の優勢はテレビと

好対照である。

c）　内容にっいて一・一…“言。ドイッの2例は結論

部へ急行している。
　　　　　　　　　　導入部ですでに冬である。そしてアリが巣か

ら穀粒を出して日にあて，かわかしている，と

一40一
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「アリとキリギリス」再考

アンケート　「アリとキリギリス」 （日本語版）

氏　名 性別 M／F 生年月日 職業

1．　あなたはこの寓話を知っていますか？

　　A知っている　　B　知らない

　　　　一Aと答えた人へ

　　　　　1）いつ初めて知りましたか？

6．　あなたはどの宗教をえらびますか？

　　（1）キリスト教　（2）ヒンズー教　（3）儒教　（4）道教

　　（5）仏教　（6）ユダヤ教　（7）イスラム教　（8）ゾロアス

　　ター教　（9）アミニズム　⑩神道　⑪その他

｛幼稚園・小学校・中学校・高校・大学・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．

　　それ以降

2）何で知りましたか？

歳位｝

｛両親の話し・先生の話し・絵本・ラジオ・

テレビ・その他（

2．「アリとキリギリス」を読んで……

　　1）この話をおもしろいと思いましたか？

　　　　A　はい　　　B　いいえ

　　2）教訓としてすぐれていると思いましたか？

　　　　A　はい　　　B　いいえ

　　3）この話は現実的であると思いましたか？

　　　　A　はい　　　B　いいえ

3

4

●
8

｝）

「アリとキリギリス」について……

1）「アリとキリギリス」ではなく「アリとセミ」

　　として知った。

2）「アリとキリギリス」ではなく「アリとハエ」

　　にっいて知っている。

3）「アリとキリギリス」ではなく「アリとハト」

　　にっいて知っている。

「アリとキリギリス」あるいは前記3つの話で思い

出す作者は誰ですか？

（1）アエソホス（イソップ）　（2）ラ。フォンテーヌ

（3）レッシング（4）マルティン・ルター　（5）アンデ　9．

ルセン　（6）グリム（兄弟）（7）ゲーテ　（8）シェイク

スピア　（9）夏目漱石　ao）森鴎外　aD小林一茶

a2）ハーフィーズ

5．「下記の中で知っているものに○をっけて下さい。

　　（1）都会のねずみと田舎のねずみ　②二人の旅人と

　　熊　㈲オオカミと少年　（4）蛙と牛　（5）ウサギとカ

　　メ　（6）海綿を運ぶロバ　（7）肉をくわえた犬　（8）キ

　　ッネとブドウの房　（9）北風と太陽　ao）ライオンと

　　恩返しのネズミ　⑪旅人たちとプラタナス　⑫蜜

　　蜂とゼウス

あなたは「アリとキリギリス」の話し（教訓）と

自分の宗教の教えとが調和すると思いますか？

　A　調和する

　B　調和しない（一従って評価しない）

「アリとキリギリス」にっいて言われていること

で，真相と思われるものに○をっけて下さい。

（1）アエソボスがデルフォイの神殿で，権力を楯に

　ぶらぶらしているアテナイ人をキリギリスに見

　立てて，アリのごとく働く労働者の声をアリに

　託して語った。

②アリストテレスが日常の教訓として倫理学の中

　にとり入れた。

⑧教育ママが子供によく勉強するようにと考え出

　した。

（4）郵便局や銀行が貯金を奨励するために思いつい

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（5）芸術家（キリギリス）の方が美しく潔い生き方

’だという反語。

（6）企業（会社）が社員を働かすために案出した。

（7）起源はわからないが，古くからあった動物寓話

　がギリシャの各地で語られるようになり，「ア

　リとキリギリス」もその一っである。

次のお話しの中には「イソップ」以外のものも入っ

ています。イソップと思うものだけに○をっけな

さい。

（1）狼と七匹の子山羊　②カチカチ山　（3）花咲爺さ

ん　（4）熊と狐　（5）ハムスターとアリ　（6）長靴をは

いた牡猫　（7）ハーメルンの笛吹き男　（8）獅子と恩

返しのねずみ（9圧様と耳⑩風の又三郎

aD蚊と獅子　a2）美女と野獣

一41一
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質問項目　合計　　（複数回答有り）

1 A 180 皿 1 7 10 64 無 28

B 3 2 1 11 3 IX 1 80

無 7 3 15 12 2 2 4

（1） 幼 59 無 167 無 0 3 3

小 1 IV 1 150 VI 1 42 4 19

中 0 2 0 2 3 5 21

高 0 3 0 3 1 6 62

大 0 4 0 4 0 7 74

他 0 5 37 5 79 8 53

無 7 6 45 6 0 9 100
（2） 親 13 7 1 7 0 10 2

先 24 8 1 8 2 11 12

絵 130 9 0 9 6 12 8

ラ 6 10 0 10 8 無 12

テ 23 11 2 11 24

他 5 12 0 無 37

無 6 無 10 田 A 93

H （1） A 152 V 1 136 B 49

B 32 2 23 無 48
無 6 3 160 皿 1 79

（2） A 164 4 62 2 25

B 17 5 186 3 4

無 9 6 36 4 3

（3） A 135 7 109 5 7

B 25 8 111 6 2

無 10 9 158 7 57

一42一



「アリとキリギリス」再考

アンケート「アリとキリギリス」　　　　　　（ドイツ語版）

Na咀e，　Vorna皿e；
　．feburtsしag：

　　　　　　　　　＼一

緖Rannlich【ユ騨eiblich 配ationalitat： in　　Deutschland　seit・

《Die　　Grille　　und　　die　　Ameise》I　　Kennen　Sie　diese　［rzahlung　schon？　　（Bitte　ein田a1　口　　ankreuzen！）　　　　　　　　　ロ　ja　　　　　　　　　［］　　　ja，　aber　als　　”Die　　Zirpe／Zikade　　脇nd　die　A皿eise”　　　　　　　　　［］　　　ja，　aber　als　”die　Fliege　und　die　A皿eise．”

@　　　　　　　　ロj．a！・ber　al・”di・T・・b…　ddi・A・・is♂
@　　　　　　　　q　nem・

@　Falls　ja　　bz胃．　ja，　aber．．．；　・

@　　①Wam皿nd即o　haben　Sie　sie　kennengelernt？　（als　Kleinkind，　als　Sc楠ler
@　　　　　der　Grundschule，　．．．　bz習．　in　Deutschland，　i巴　Ausland／Heiロatland）：

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

命　　⑤

ｽWaru皿？
@　⑥

ｽ燭aru厘？

M　An
@　　Sie

l　Die

@　⑤

@　　　mit

　　　②Wer　haしsie　lhnen　zuo　ersten　Mal　erzahlt？［z．B．　Vater，　Muヒter，　Opa，
@　　　　　．．．，　Lehrer，　Freund（in），　（Bilder－）Buch，　Radio／Fernsehen　　．．．　ich　er－
@　　　　　innere　　匹ich　nicht　　（genau）．】　：

氏掾@　Finden　　Sie　　die　　Fabel　interessanし？

@　　　　　　　　口　ja　　　　　　　　　　　　　ロ　nein

@　周aru皿？
@　　　Finden　Sie　die　Fabel　lehrreich？　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　口　　　Ja　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　ne1n

@　　　Finden　Sie　die　rabel　realiしatsnah？
@　　　　　　　　ロ　　　　ja　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［］　　　　nein

@　　　　騨elchen　Autor／脚elche　Autoren　erinnert　Sie　die　Fabel？
@　　　　　k6nnen　beliebig　viel　ankreuzen．
@　　　　　　　　口．　　AesOP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　Goethe

@　　　　　　　　口　　　La　　Fontaine　　　　　　　　　　　　　　　　　　［］　　　Shakespeare

@　　　　　　　　口　　　Lessing　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　Natsu皿e　S6seki

@　　　　　　　　口　　　　蘭artin　　Luther　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　Mori　　Ogai

@　　　　　　　　口　　　Andersen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔］　　　Kobayashi　Issa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　口　　　Gebr睦der　Grim皿　　　　　　　　　　　　　　　口　　　Herfieds

@　　　　　Religion：

@③Zu　．聯elcher・Re1・igio1ト・be・kennen　Sie　sich，　bz脚．　四elcher　Religion　stehen　Sie

@　．geisヒig　ao　nachsten？

@　　　鵠einen　Sie，　daB　die　Fabel　　die　Lehre）　von　　　Diε　Grille　　und　　die　　A皿eise

@　　　　　　　Ihrer　religi6sen　Auffassung　　in　Einklang　stehヒ？

sonstige：

V　　War“ロ　ist　diese　Fabel　so　　bekannt！beliebt？　　　beliebig　viel　ankre唱zen！
@　　　　　　　　口　　　Aesop　verglich　di6　Athener　皿it　der　Grille，　die　Sklaven　ロit　der
@　　　　　　　　　　　　A孤eise．
@　　　　　　　　口　　　Aristoteles　nah邑　die　Fabel　als　Alltags胃eisheit　in　seine　Eヒhik　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

@　　　　　　　　　　　　auf．

@　　　　　　　　口　　　Erziehungsbesessene　鯛埴tter　haben　　ihren　Kindern　die　Fabel　脚eiしe

@　　　　　　　　　　　　rerzahlt．

@　　　　　　　　口　　　闘an　hat　die　Fabel　ausgedacht，　u皿　　das　　Volk　　zu謹　　FleiB　　und　　zur

@　　　　　　　　　　　　Sparsa厘keit　anzuregen．
@　　　　　　　　口　　　Ironischer　Ausdruck　daf“r，　da8　das　KUnstlerleben　　（die　Grille）

@　　　　　　　　　　　　sch6ner　凹nd　unbefangener　sei．

@　　　　　　　　口
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No．1　　71

`ma－Gymasiu皿／Augsburg＋同ギムナジウムgriechische　Abteilmg（ギリシャ教育制度のカリキュラム）

@　　　　　　　　　　　　緕　瞬　　　　　　　　　　　　　　屏　緕

南 性
別

年
歳

国
籍

1
1
①

1
②

H
◎

∬
⑤

I
I
◎

理
由

皿 IV
w
⑤

V　　　　　　I
@　　　　　　　　変形

註など

12　　　1　　15　　　1　　　1　　　3　　　2　　　3　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　　i2　　　　　　a

@4　　　1　　15　　　1　　　1　　　3　　　2　　　3　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　　12　　　1　　a

撃S　　　1　　17　　　1　　　1　　　3　　　2　　　1　　　1　　　2　　　　　　cfg　　　10　　　2　　cde

R4　　　2　　17　　　1　　　1　　　2　　　3　　　1　　　1　　　1　　　　　　b　　　　　12　　　2　　cd

T2　　　2　　16　　　1　　　1　　　3　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　ad　　　　12　　　2　　abe

@3　　　1　　16　　　1　　　1　　　2　　　2　　　2　　　1　　　2　　　　　　　a　　　　　　12　　　3　　ad　　　　　　　　　　　la

17　　　1　　16　　　1　　　1　　　3　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　30　　　1　　d　　　　　　　　　　　　　　　RUckseite　Zeichnungen

15　1　16　1　2
P8　1　16　1　2
T0　2　16　1　2
T3　2　15　1　2
T4　　　　2　　　16　　　　1　　　2　　　　　　　　　　　　’

P9　　　1　　16　　　1　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

T1　・　　2　　15　　　1　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　12

13　　　1　　17　　　1　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

58　2　16　2　1　1　4　2　1　1　　a　　　　　　d　　　　　　　I②durch　Fernsehen
Q3　　　1　　16　　　2　　　1　　　1　　　4　　　1　　　1　　　1　　　　　aefk　　ll　　　　　a　　　　　　　　　　　　　A－1

R2　　　1　　15　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　　ll　　　　　　ac

U7　　　2　　17　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　ll　　　　　　acd

V0　　　2　　18　　　2　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　　　　af　　　　ll　　　　　　bd

烽P　　　1　　16　　　2　　　1　　　2　　　1　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　11　　　1　　bc　　　　f

@2　　　2　　18　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　　11　　　1　　c　　　　　f

@6　　　1　　16　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　11　　　1　　cd

@7　　　1　　1σ　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　2　　　1　　　　　　a　　　　　　1】」　　　l　　ac

@8　　　1　　12　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　　ll　　　l　　ad

Q0　　　1　　16　　　2　　　1　　　2　　　　　　　1　　　1　　　2　　　　　　a　　　　　ll　　　l　　abd　　　f

Q5’　　1　　18　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　11　　　1　　d

R1　　　1　　18　　　2　　　1　　　2　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　　　aef　　　ll　　　l　　cd　　　　f

R3　　　1　　17　　　2　　　1　　　1　　　5　　　2　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　11　　　1　　cd

R6　　　2　　15　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　adf　　　ll　　　l　　c

R8　2　15　2　1　2　4　2　1　1　　aef　ll　lc　　f　　　　I②durch　Fernsehen
S0　　　2　　15　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　ll　　　l　　d

S1　　　2　　15　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　　11　　　1　　d　　　　　　　　　　　　　　　　IIb：Ohne　FleiB　kein　Pr．

S6　　　2　　　15　　　2　　　　1　　　2　　　　2　　　　1　　　1　　　2　　　　　　　a　　　　　　11　　　　1　　c

S8　　　2　　16　　　2　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　　11　　　1　　cd

S9　　　2　　16　　　2　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　ll　　　l　　cd
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魑

59 2 16 2 1 1 1 1 1 1 a 11 1 cd

60 2 15 2 1 2 5 1 1 1 a 11 1 ac

68 2 18 2 1 2 2 2 1 1 abc 11 1 bd A－4
71 2 15 2 1 2 2 1 1 1 　

a
9

11 1 cd

10 1 15 2 1 1 1 1 1 1 a 11 2 cd

26 1 16 2 1 1 1 1 1 1 a 11 2 ac f

27 1 17 2 1 3 2 1 1 1 dfg 11 2 ac

29 1 17 2 1 2 4 1 1 1 f 11 2 bc 1②durch　Fernsehen
30 1 17 2 1 2 2 1 1 2 bk 11 2 d V：Ohne　FleiB　kein　Preis

43 2 15 2 1 1 4 2 1 1 af 11 2 cd f　　　　　A－5
47 2 15 2 1 1 2 2 1 1 ae 11 2 ace A－3
64 2 17 2 1 2 2 1 1 1 a 11 2 d

65 2 17 2 1 2 2 1 1 1 ef 11 2 bcd

69 2 17 2 1 1 1 1
1
・ 1 af 11 2 ab

9 1 2？ 1 2 4 2 2 a 11 a 1②durch　Fernsehen

11 1 18 2 2

55 2 16 2 2 10
5
6
「

2 16 2 2 10

16 1 15 2 2 11

22 1 16 2 2 1 1 1 a 11 ac

35 2 15 2 2 11

44 2 15 2 2 11

21 1 16 2 2 1 1 1 a 11 1 C f

5 1 16 3 1 2 2 1 1 1 a 11 1 cd

39 2 15 3 1 2 2 1 1 1 a 11 1 ad

57 2 16 3 1 1 4 1 1 1 a 11 1 cd 1②　durc卜　Fernsehen

61 2 16 3 1 3 3 1 1 1 a 11 1 cd f　　la
28 1 18 3 1 1 4 1 1 1 a 11 2 ace 1②durch　Fernsehen　’
37 2 14 3 1 1 1 1 1 1 a 11 2 C

45 2 15 3 1 1 2 1 1 1 a 11 2 ac f　　　　A－2
62 2 17 3 1 2 2 1 1 1 a 11 2 bcd

63 2 16 3 1 2 3 1 1 2 a 11 2 cd

66 2 16 3 1 2 2 1 1 1 cef 11 2 ab

24 1 16 3 1 2 2 1 1 1 a 11 3 ad

A－1 ： Personaldaten gestrichen （steht ”Datenschutz”）， konnte doch　entziffert　werden．：1②Fernseh一

sendung ”Die Sendung量it der 削aUS”
に

A－2 ：1 3Vorschule！Kindergartnerin？； Vf： ”Eine Bohne　und noch eine　Bohne，　メnd　der　Sack　ist　vol1・”

（gr． Sprich買ort）

A－3 ：1 ②3Kinde rgartnerin？ H⑥Hin騨eis auf KUnstlerleben． （Vater in　der　DDR　studiert●）

A－4 II◎： ”Vorsicht ist besser als Nachsicht”

A－5 1② durch Femsehen； 1⑤：圃Ohne FleiB kein Preis”．

分類の基準 ： ①国籍

② 1 「あり ときりぎりす」を知っていますか。

③皿◎宗教は？

④皿⑤あなたの宗教観と調和しますか。
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南．101－122（学生・成人）
@　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　犀

面 性
別

年
歳

国
籍

1
1
①

I　II
A　⑤

I
I
⑤

1　理
掾@由

皿
w
◎

Iv

D
V　　　　　　I

@　　　変形
Beruf

4　　　2　　25　　　1　　　1　　　2　　　2　　　1　　　2　　　2　　　！　　　e　　　　　　10　　　2　　d　　　　　　　　　　　　　　　　Stud．（J）

V　224　1　1　1　3　1　1　1　　ab　10　2　　　f　　　　Stud．（J）記述に注意
P6　　　2　　25　　　1　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　！　　　a　　　　　　10　　　2　　a　　　　　　　　　　　　　　　　Stud．

P7　　　2　　20　　　1　　　1　　　2　　　3　　　1　　　2　　　2　　　　　　bf　　　　10　　　2　　d　　　　　　　　　　　　　　　Stud．

Q0　　　1　　52　　　1　　　1　　　4　　　3　　　1　　　1　　　1　　　　　　b　　　　　　10　　　2　　a　　　　　　f　　　　　　　　　Lehrer

Q2　　　2　　24　　　1　　　1　　　1　　　3　　　1　　　2　　　2　　！　　a　　　　　10　　　2　　d　　　　　　　　　　　　　　St．Sprachbehindertenpad．

Q　　　1　　22　　　1　　　1　　　3　　　2　　　1　　　2　　　1　　　　　　abc　　　12　　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　Student（J）

P2　　　2　　23　　　1　　　1　　　2　　　3　　　1　　　1　　　1　　　　　　bc　　　　12　　　2　　d　　　　　　　　　　　　　　　Stud．　皿ed．

P3　　2　　27　　1　　1　　3　　3　　1　　1　　1　　　　　a　　　　12　　2　d　　　　　　　　　　　　Stud．　（J），　Sinologie

P　　　1　　21　　　1　　　1　　　2　　　1　　　1　　　2　　　2　　　　　　bc　　　　13　　　1　　d　　　　　　　　　　　　　　　Student

Q1　　　2　　24　　　1　　　1　　　2　　　3　　　1　　　1　　　1　　　！　　a－f，　　13　　　3　　a　　　　　　　　　　　　　　　Stud．（J）IV⑤　！

6　　　2　　22　　　1　　　1　　　2　　　2　　　2　　　1　　　2　　　！　　ab　　　　20　　　2　　d　　　　　f　　　　　　　　　Stud．（」）

X　　　1　　23　　　1　　　1　　　2　　　3　　　1　　　1　　　2　　　！　　a　　　　　20　　　2　　　　　　　　f　　　　　　　　　Stud．（J）

R　　　2　　25　　　1　　　1　　　1　　　3　　　1　　　1　　　1　　　　　　ab　　　　30　　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　Stud●（J）

T　　　2　　29　　　1　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　2　　　1　　　ab　　　　30　　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　　Beruf：　”Grille”

P8　2　25　1　1　3　3　1　1　1　　b　　30　　　　　f　　　　St．（J）1②d．la　Fontaine
P0　　　2　　21　　　1　　　1　　　2　　　2　　　1　　　1　　　1　　　　　　b　　　　　　　　　　2　　cd

P5　　　1　　23　　　1　　　1　　　1　　　3　　　　　　1　　　　　　　　　ade　　　　　　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　Studienkolleg／団騒nchen

　11　　　　1　　25　　　　1　　　2　　　　　　　　　　　　2　　　　1　　　　1　　　　　　　　　　　　　　10　　　　2　　　　　　　　　f

@14　　　2　　21　　　1　　　2　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　　　a　　　　　10　　　2　　a　　　　　　　　　　　　　　Stud．　Che皿ie

@19　　　2　　22　　　1　　　2　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　　　ab　　　　10　　　2　　　　　　　　　f　　　　　　　　　St．（」）

22冨Sch騨ester　von　O4

O5＝Sch胃ester　von　O3

ｪ類の基準：①I　rありときりぎりす」を知っていますか。

@　　　　②四⑤　宗教は？

性別：1昌男　2冨女

N令：そのまま
草ﾐ：1昌ドイツ　2巴ギリシァ、ドイツ生れないし6才未満でドイツ入国　3冨ギリシァ、6才以降にドイツ入国

P　：1富ja　23nein

h①：1＝幼少時代　2＝Grmdschule在学中（6－10才）　38Gymasiu皿在学中　43それ以降

P②：1＝家族2呂先生　3冒（絵）本4冨メディア　5昌友人

g①～③：1嵩ja　hein　3冨jein（どちらともいえない）

摎R：興味あるものには「！」印。

M：そのまま。

M①：10翼キリスト教　　11冨ギリシァ正教128ローマ・カトリック13昌ルター派205哲学的世界観30召無信仰

l②：1＝ja　2＝nein　33jein（どちらともいえない、立場による、など）

aeruf：Stud．（J）日本学専攻（本科・副科）の学生。
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〈アリとキリギリス〉

　アンケート　基準資料

日本

△岩波少年文庫　イソップのお話

　　　河野与一編訳　　　　1955，1965⑩

　Halm版426話　Chambry版362話のうち

　より300話を選んで訳出

　“セミとアリ”

△小学館　イソップ寓話集（全2巻）

　　　渡辺和雄訳　　　1982
　Chambry版による，359話

　“セミとアリ”

△講談社　イソップがいっぱい

　　　足沢良子（文）　　　　　　1986

　“ありときりぎりす”（100話中第3話）

△小学館　イソップのお話

　　　森街三郎　　　　　　　　　1966

　“ありときりぎりす”（31話中第8話）

ドイツ

ムFabeln　des　Aesop　Rudolf　Hagelstange

　　　　　　　（Ott　Maier　Verlag），1980

　“Die　Grille　und　die　Ameise”

　（36話中の第3話）

△Die　Fabeln　des　Aesop　　Ruth　Spriggs

　　　　　　　　（Tesoloff　Verlag）1982

　“Die　Grille　und　die　Ameise”

　（142話中の第41話）

△Zuanzig　Fabeln　des　Aesop

　　　　　　　　　　　　　Kurt　Baumann

　　　　　　　（Nord－Sif　d　Verlag）1975

（20話中に欠如）

イソップがいっぱい　足沢良子（文）〔講談社〕

ありときりぎりす　（抄）

夏のあついあつい日のこと。

ありたちは　野原をとおって　せっせと食べ物をう

ちへ運んでいました。

朝は早くからおきて　はたらきました。居間もすこ

しやすむだけで，はたらきました。夜も暗くなるま

ではたらきました。

雪でもふってきそうなある日。

一匹のきりぎりすが，ひょろひょろと，ありのうち

へやってきました。

ありたちのうちは，あたたかでした。そのうえ夏の

あいだに運んだ食べ物がいっぱいありました。

きりぎりす「はい。夏のあいだ，ずっと歌ばかりう

たっていたものですから。」

ありたちは　わらいました。

それから　きりぎりすをちょっとからかうように，

いいました。

「それじゃ，きりぎりすさん。夏は歌をうたってい

たんだから，こんど冬はおどりでもおどったら　ど

うですか？」

そして，ありたちは，声をそろえて　わらいましたっ

てさ。

イソップのお話　奈街三郎　　　　〔小学館〕

ありときりぎりす　（抄）

あっいなっでも，ありたちには　なっやすみがあり

ませんでした。

〔ふゆ〕きりぎりすが，ありのいえをさがしあてた

とき，ありたちは，たのしく　たべていました。

「ありさん　おねがい。なにかたべるものをくださ

い。おなかがすいて　しにそうだよ。」

ありたちは　びっくりしました。
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　や　　いつ〉の　　　　’　　　　“や　宏い㌔

なっはうたっていたから　ふゆはおどっているのか

とおもったよ。さあ　えんりょなくたべて　くださ

い。げんきになって　ことしのなっも　たのしいう

たをきかせてもらいたいね。」しんせっなありたち

でした。きりぎりすは　うれしなみだを　ぼろぼろ

こぼしました。

教訓『いっも将来のことを考えて行動しなければ

　　　きりぎりすのような運命をたどることにな

　　　るでしょう。

ソップのお話　河野与一訳　　岩波少年文庫

ミとアリ

冬になって，穀物が雨にぬれたので，アリがかわか

していますと，あなかのすいたセミがきてたべもの

をもらいたいといいました。

「あなたは　でぽ，なぜ夏のあいだに，たべものを

あっめておかなかったのです。」

「ひまがなかったのです。歌ばかりうたっていまし

たから。」と，セミはこたえました。

するとアリは笑っていいました。

「夏のあいだうたったなら，冬のあいだ踊りなさ

い。」

あとで悲しんだり，危険にあったりしないために

は，すべてのことに気をっけていなければなりま

せん。

　　　　スア　　．バーJソユン
Die　Grille　u．　die　Ameise／R．　Hagelstange

（なお，かれは別版ではDie　Grille　und　die

Ameiseではなく，　Der　Heuschrech　und　die

Ameiseを使っている。）

　ある晴れた寒い冬の日，お腹のすいたキリギリス

が一匹のアリに出会った。アリは幾粒の穀物を，日

光にあてて乾かすために巣からとり出してきたとこ

ろであった。

　「善良なアリさん。食べものをいくらか私に戴け

ないものでしょうか」とキリギリスはたのんだ。

「そして私はこの空腹をいやしたいのです。もう何

日もなにもたべておりません。」

　「あなたを養うために，私は今日までやってきた

ものかな」とアリは答えた。「あなたは，夏の間じゅ

う何をしておられたのか？」

　「夏にですか？」キリギリスは芸術家の誇りも失っ

て，答えた。「日が出てかれ暮れるまで，うたって

おりました。」

　「それは素晴らしいことで。」アリはいった。

「あなたは夏にうたっておられた。それなら，冬に

は踊りをなさればよろしいのでは。」

　　たくわえ
夏に貯蓄をしないものは

冬にはつらいおもいをすることになる

Die　Grille　und　die　Ameise

EiBes　sdh6nen，　kla爬n　WTintertages　begegnete　eine　hungrige　Grille

einer　Amelse。　dic　et置iche　Kδr祀τherbci蜘g，　um　sie　in　der　Sonne　z凹

tr㏄knen．

・Wtirdest　Du　mir　eこwas　zu　esscn　geben，　guIe　Ameise・，bat　die　Grille，

pdarni【id覧ein　wenig　meinen　Hunger　stille．　Idl　hatte　sdhon　Iaoge

nidhts　mehr　zu　essen．・

・Wie　komme　idh　dazu，　Didh　zu　ernahren＿・，¢ntgegne電e　die　Ameise，

・V　as　has（　Du　den　ganzen　S。tamer　ijber　getan？．

静lm　Sommer貿，　antworteヒe　die　Grille　nid亀こo㎞e　Kifnstlerstol4障da

habe　idhヒagaus，　tagein　gesung¢n！“

・Ausgezeidhnet！・bemerk¢e　die　Ameise．・pa　Du　im　Sommer　ge・

sung¢n　hast．　sol1電est　Du　im　W董nにr　tanzen・・

rVer伽∫oπ棚ε川た涛’5ρor’，

sch”‘｛ten　”！’nter　gernゐ側・
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　　　1ス　アl　　　R．ソユフ1ッ　ス
Die　Grille　u．　die　Ameise／R．　Spriggs

　冬のある凍てつくような寒い日，アリたちは自分

たちの湿っぽくなった貯蔵穀物を，日光にあてて乾

かしていた。飢えと寒さで半分死にそうになったキ

リギリスが，アリにたのんだ。

　「きみたちの貯えた穀粒のなかから，少々，わた

しに分けてもらえないものでしょうか。そして，ど
　　　　　　いのち
うかわたしの生命を救ってほしいのです。」

　「ぼくら，秋に，昼も夜も働いて，そうして穀物

を集あたんだよ。一体なんでそのぼくが，きみに穀

物をあげなけりゃならないんだい。」アリは腹を立

てていった。「では収穫のときに，きみは一体何を

していたんだい。きみだって，そのときには食べも

の集めにでかけられただろうに。」

　「おお，わたしは，そういう時間が全くなかった

のです。」キリギリスは答えた。「あんまり歌うこと

に忙がしすぎまして。穀物集めにはとうとう，行け

ませんでした。」

　アリは非情に，笑った。「そんなら，冬にも歌っ

ていろよ。」アリはそういうと，これ以上何もいう

ことはない，とばかり，くるりと向きをかえ，自分

の仕事をっづけた。

夏にたくわえをしなかったものは

冬にはよい目には遭わない

Die（7rille　und　die／Amei∫8

An　einem　kalten　frostigen　Tag㎞WinIer

trockneten　Ameisen　ihre　feuchこgewordenen
Kornvorr註匡e　in　der　Sonne．　Eine　Grille，　die

vgr　Huun　ger　und　K益1te　halb　tot　war，　fτagte

eme　Ame五se：

　・・Kamnst　du　mir　nicht　einige　K6rner　yon

eurem　Vorra［abgeben？Du　k6nntest加r
dami【das　Leben　retten　1‘‘

　”Wir　haben　im　Herbst　Tag　und　Nacht

gearbeitet　und　Korn　gesammelt．　Warum
soihe　ich　es　dir　geben？‘‘fragτe　d童eハコmeise

ver盃rgeロ．”Was　hasこdu　denn　zur　Em菰eze耽

gemacht・als　du　auf　Futtersuche　gehen

konnIest？6‘

　，，Oh，　ich　haロe　dazu　gar　keine　Zεit‘‘，

antwortete　die　Grille．，，lch　war　viel　zu　sehr

mit　Singen　beschaftigt，　zum　K6rnersamme㎞

bin　ich　nicht　gekommen．‘‘

　Die　Ameise　lachte　unfreundlich．，，Dam

smg　auch　n町im　Winter“，　sagte　sie．　Und

o㎞eein　weiteres　Woπzu　ver近eren，　dreh監e

sie　sjch　um　und　fuhr血t　ihrer　Arbeit　fort．

Wer加50〃vner　niCht　spart，

∫‘hilt　den　w玩‘8788用加π

Trink， trink， BrU－der－lein　trink，

Mei－de　den　Kum－mer　und　mei－de　den　Schmerz，

・Mei－de　den　Kum・mer　und　mei－de　den　Sc㎞eτz，
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辞書・訳語Auszug

△博友社　独和辞典　相良守峯（1963）

　Grille　f－n．①〔Lw＜gr．，　Heuschrecke〕

　　（動）こおろぎ。②〈lat．　gri11，　Gebilde

　　der　Groteskmalerei”］〔通常p1．〕（Lau－

　　ne）むら気，気まぐれ，妄想，ふさぎ，

　　物思い，気苦労，

　Heuschrecke　f．（動）直翅類（ばった，い

　　なご，かまきり，こおろぎ，など）／

　　Heuschreck　m．〔詩〕

　Wiesenzikaden〔欠如〕

　Zikade　f．－n（動）せみ（科）

　Zikadenm乞nnchen　n．雄iせみ（鳴せみ）

△三修社　現代独和辞典　R．シンチンゲル，

　山本明，南原実　（1972）

　Grille　f．－n①コオロギ，②気まぐれ，むら

　　気，③もの思い，気うっ。

　Heuschreck　f．バッタ，イナゴ

　Wiesenzikaden　〔欠如〕

　　但しWiesenkleeアカ〈ムラサキ〉ッメ

　　　　クサ

　　　　Wiesenschaumkroutタネツケバナ，

　Zikade　f．①セミ　②〔古〕キリギリス

ム三修社　現代和独辞典　R．シンチンゲル，

　山本明，南原実　（1980）

　Kirigirisu益蜥die　Wiesenzikade．n／

　　Gampsocleis　buergeri

　Semi蝉die　Zikade（Eine　Zikade　zirpt．）

　　蝉時雨eine　Zikadensinfonie

　Korogi蜷埣eine　Grille／〔科〕Grylloidea

　　エンマコオロギGryllulas　mitratus

　　〈Grillen　zirpen）

△郁文堂　和独辞典　冨山芳正，三浦勒郎，

　山ロー雄　（1966，1983②）

　きりぎりす（昆）die　Laubheuschrecke－n

　　　　　　　　　　　　　〔独和に欠如〕

　こおろぎ　虫悉蜂　die　Grille

△講談社〔学術文庫〕英和辞典　川本茂雄

　　　　　　　　　　　　　　　　（1979）

　grasshopper，バッタ，イナゴ，キリギリ

　　スの類／（米・軍俗）（無武装の）軽偵察

　　連絡機（cub）

　cricket①コオロギ／as　merry　as～とて

　　も快活な②クリケット（11人の2組で

　　行うイギリスの球技）

　Cicada（虫）セミ（p1．－das，－dae）

　Cicala＝＝cicade

　locust　1．（虫）イナゴ，バッタ，（米）セ

　　ミ　2．（植）イナゴマメの木（実），パリ

　　エンジュ，ニセアカシヤ　3．貧欲な人，

　　破壊的な人

△岩波　英和辞典（新版）島村盛助・土居光

　知・田中菊雄　（1958，1978②）

　grasshopper（昆虫）きりぎりす，いなご

　　の類

　cricket（昆虫）こおろぎ

　cicadan．（pl．－s，－dae），　cicala（lt．）cigala

　　（1t．）せみ（蝉）

　10cust（昆虫）ばった，いなご，（米）せみ

　　（＝cicada），破壊的な人，貧欲者，（植）

　　いなごまめの木〔実〕いぬあかしや

△三省堂最新コンサイス和英辞典中島文雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　1967

　キリギリス　agrasshopper
　コオロギacricket（Crickets　are　chirping）

　セミ　acicada，　a　locust（米），

　　　　　　　　　　　（Acicada　sings．）

一50一



ll　〔集計結果について〕

a）日本：一

「アリとキリギリス」再考

　①「アリとキリギリス」の既知度は大へん高

い。200名中180名。90％の高率であった。そし

てそれを知る時期も早期にはじまる。幼稚園が

60％強。小学生時代を通してはほとんど全員が

知ってしまう。媒体は，絵本が最多，65％。

　②「アリとキリギリス」を75％以上が面白い

とおもっている。そして教訓としてすぐれてい

るとおもっている者はそれ以上（80％以上）で

ある。

　　　　　　　　の　　　　　　　
　また，この話を現実的とおもっている者が，

上記2点に比しては少ないものの67％に達して
　　　　　　　　　　　　　　　　　
いることについては，現実的の意味が明確では

なかったこと，二通りほどあることからきてい

る，とおもわれる。

　1）　自然の事実を反映している（自然の事実

　　を記述している）という意味での現実的。

　2）季節抜きに，生物は食べものがなければ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　生きられない，という意味に現実的を解し

　　た場合。

　ファーブルが抗議しているように，自然状態

でキリギリスは（ファーブルの「昆虫記」では

セミであるが，キリギリスも同じ），冬まで生

きていない。冬に食物さがしをすることなど不

必要だし，ありえない。夏，かれらはかれらな

りの食物をとっている。こうした生物学的事実

を知らぬ者は，こんにちでは多くない筈である。

っまり，「アリとキリギリス」を現実的と解し
　　　　　　　　　　　　　　　　　
た者は，2）の意味での現実的をよみとった者の

数字と解してよいであろう。

　③この項に対して解答例の少ないことは，

反面，「アリとキリギリス」の知名度が突出し

ていることを物語っている。「アリとセミ」（7

名）は，前述の如く，内容的には「アリとキリ

ギリス」とほぼ同一。「アリとハエ」（1名）は，

翅のないアリをあざけって笑い，どこにでも，

宮殿の中にも，とんでいけて，御馳走にとまれ

ると自慢していたハエが，そのために，人手に

っかまり殺される話。「アリとハト」（15名）は

川で溺れかけていたアリを助けてくれたハトに，

ハトをねらった鉄砲打ちの男の足をかんで手も

とを狂わせ，ハトを助け恩返しをしたアリの話

で，この主題は「ライオンと恩返しのネズミ」

に共通。何れも，極小のものが巨大なものをも

救いうるという話。一「アリとセミ」以外は同

じくアリの登場する話でも。色調がちがってい

る。この点からみると，この少ない数字も意味

をおびてくる。

　④イソップ〔正解〕（150名）のほかアンデ

ルセン（37名）とグリム（45名）に集中し，他

はほとんど0なのは，イソップ以外にはこの種

の話（寓話・童話・民話……）が，ひろくくグ

リムとアンデルセン〉とに結びっいて，うけ入

れられている事実を示している。第1報で，M．

ルターとG．レッシングの寓話を紹介したが，

この2人の周知度は（日本では未だ）稀薄（もっ

ともレッシングには「アリとハムスター」があ

るのみであり，ルターの15話のうちにはアリの

出てくるものはない）。

　ともかく“イソップといえば「アリとキリギ

リス（od．セミ）」，「アリとキリギリス」とい

えばイソップ”が証明された形。

　⑤100名以上のものが6っ（「イソップ」の

周知度をよくあらわしている。

　「ウサギとカメ」（186名），「オオカミと少年」

（160名），「北風と太陽」（158名），「都会のねず

みと田舎のねずみ」（136名），「キッネとブドウ

の房」（111名），「肉をくわえた犬」（109名）。

それに「ライオンと恩返しのネズミ」（64名），

「蛙と牛」（62名），「海綿を運ぶロバ」（36名），

「二人の旅人と熊」（23名）。以上は，明治以降，

初等教育の国語教科書にイソップがとり入れら

れたことと無関係ではないであろう。
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　⑥⑦　本アンケートの一っの眼目は，この2

項の問いかけにある。宗教を質ね，それと「ア

リとキリギリス」的教訓，一般的にはイソップ

的倫理との相互関係をみようというわけである。

　カルヴィニズムを中心に「プロテスタンチズ

ムの倫理と資本主義の精神」（1904）の内的結

合に着目したM．ウェーバー（Max　Weber　1857

～1920）の研究は，その後，同一視点から，古

代ユダヤ教，ヒンズー教，仏教，儒教などにも

及び，「宗教社会学」とよばれるようになった。

M．ウェーバーの志向をも活かしっっ，かれが

射程に入れた諸宗教圏に，さまざまな形で伝播

受容され流布している［イソップ］寓話の在り

ようを，新たな方法でとらえ直すく下からの宗

教社会学＞Religionssoziologie　von　unten＞。

一但しく新タナ方法，ソレガ問題ダ！〉。

　それ故，このアンケートは，今後，ヒンズー

圏，イスラム圏，ユダヤ圏，儒教圏などにおい

て，アンケート項目にもさらに工夫を加えっっ，

行なっていく予定である。

　ここでは，それ故，集計された数字のみでな

く，⑥⑦の関係にこそ関心がもたれる。それに

ついての考察は別稿とせざるをえない。

　⑥一仏教（79），キリスト教（42），神道（8），

アニスズム（6），ヒンズー教（3），ゾロアスター

教（2），儒教（1），道教（0），ユダヤ教（0），イス

ラム教（0），その他（24），無（37）

　⑦一調和する（93），調和しない（49），無（48）

という数字も，やはり多くのことを語っており，

興味ある問題提起となっている。（この点の論

評も別稿）。

いので，これはこれで有意味である。

　「アエソホスがデルフォイの神殿で，権力を

楯にぶらぶらしているアテナイ人をキリギリス

に見立てて，アリのごとく働く労働者の声をア

リに託して語った」（79名），そして激昂した群

衆の投石をうけて死んだ。約40％の者がこうい

う判断をしたにっいての一っの背景として，N

HKが「人物評伝シリーズ」で「イソップ」を

とり上げ，そのラストシーンが上述の光景であっ

た，ということが想起される。N且Kのこの考

証が正しいかどうか，について私は結論を下す

ことができない。もっともA．ヴィーフェルス

「デルフィのイソップ」（Anton　Wiechers：Ae．

sop　in　Delphi，－Beitr巨ge　zur　Klassischen

Philologie－1966）などに徴してみても，この

問題，他のイソップ伝承ともども明確な結論に

達するにはまだ時日を要するのではなかろうか。

　「起源はわからないが，古くからあった動物

寓話が，ギリシャの各地で語られるようになり，

「アリとキリギリス」もその一っである。」

（57名），

　「アリストテレスが日常の教訓として倫理学

の中にとり入れた」（25名），などは何れも結局

は広い意味のイソップ伝承の一こま。前者は

「人間イソップの存在感を小さくうけとってい

る者＝29％」，後者は「大哲学者アリストテレ

スへの思想的資料供給者イソップ像＝12．5％」

をあらわす。

　後者は（倫理）思想史的には余り正しくない

かも知れない。しかし「こういう次元でのイソ

ップ評価が生れること自体が興味深い。ソクラ

テスによるイソップ偏重は，ラ・フォンテーヌ

によってすでになされたことであるが……。

　⑧この項の設問はかなり場当り的で他の項

の設問との関係から引き出せない説文が並んで

いる（特に③～⑥）。心理的にはその気になり

そうなことが書き込まれている。そこで数字は

少ないが，③～⑥にも記入がみられたのであろ

う。アンケートは正解を求める問題用紙ではな

⑨先ず夫々の正解を記してみる。

（1）狼と七匹の子山羊

（2）カチカチ山

（3）花咲爺さん

（4）熊と狐
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（5）ハムスターとアリ

（6）長靴をはいた牡猪

（7）ハーメルンの笛吹き男

（8）獅子と恩返しのねずみ

（9）王様の耳

ao）風の又三郎

GO蚊と獅子

働美女と野獣

「アリとキリギリス」再考

　レツシング

　シャルル・ペロー

　グリム

・イソツプ

　ポルトガル

宮沢賢治

・イソップ

フランス民話

　すなわちこの中ではイソップは（4），（8），aDの

三っである。（4＞，㈲はイソップのなかでは日本

ではあまりポピュラーでないものを入れた。

そのためか○を付した者が少なかった。「熊と

狐」－19名。「蚊と獅子」－11名。「獅子と恩返

しのねずみ」－53名は，④で，これを知ってい

る者の数64を下廻る結果が起きた。

　イソッフ゜の「熊と狐」（Chambry版底本に

よる岩波文庫「イソップ寓話集」）は次のよう

な話である。一

　一匹の熊が自分は死んだ身体は食はないから，

人間を愛しているものであるかのように大い

　に自慢していました。すると狐は彼に向って

「どうか生きた者ではなくて，死体を引き裂

　いてくれるように」といいました。

　　この物語は，偽善と虚栄のうちに生きてい

　　る慾張りの正体を暴露するものです。

　「熊と狐」の組合せでは面白い話が日本（岡

山県御津郷にて採集）にある（本学・生活資料

館館報No．　5，1985参照）。狐が悪知恵で熊をう

まく利用するが，最後に仕返えしをうけて死ん

でしまう。ほかにも「熊と狐」の組合せでいろ

いろな場所に，たくさんの話があるようにおも

う。それらを蒐集し，それらの関連を探ってい

きたい。そうすれば上の2話の間にも，直線的

ではなくとも，それだけに複雑，微妙，意味深

な脈絡が浮上してこないとは限らない。

　「蚊と獅子」抄

　あの小さな蚊が，獅子の鼻のまわりの毛のな

　い面を咬み，さんざん苦しめた。獅子は

自分の爪で自分をかきむしって，とうとう止

めてくれとたのむ。蚊は獅子に勝ったっもり

で，意気揚々ととんでいって蜘蛛の巣にひっ

かかった。蜘蛛にくわれながら，一番強いも

のに勝ち，こんなけちなものに亡される身の

不運をなげいた。

「獅子と恩返しのねずみ」は前出のゆえ省略。

　さて，イソップをはなれ，他の話に転ずると，

かなり多数の者が，イソップ以外のものをイソ

ップとおもっていることになる。

顕著な例一
（9）王様の耳一100

（1）狼と七匹の子山羊一80

（7）ハーメルンの笛吹き男一74

（6）長靴をはいた牡猫一62

　さすがに日本の民話でのとりちがえは少ない。

（2）カチカチ山一4名

（3）花咲爺さん一3名

⑩風の又三郎一2名

　「王様の耳はロバの耳」で知られるこの話を

50％の者がイソップとおもっていることは，こ

の話の周知度と，イソップの知名度の高さを同

時に示すものであろう。出典をたまたま，ポル

トガル，としたが，手許にあった文献による

（「世界の民話」矢崎源九郎編，実業之日本社，

1977）。一但しここでは「王子さまの耳はロ

バの耳」となっている。

　「王様の耳」は現在，時としてアンデルセン

の童話として語られたり，放映されたりしてい

る（TVアニメイション作品をみたことがあ

る。）また私の幼時からの記憶としては，この

話は「裸の王様」とともにアンデルセン童話の

主たるものであった。しかし岩波文庫版，アン

デルセン童話集（全8巻）に「裸の王様」はのっ

ているが，「王様の耳」は存在しない。

　ともあれ，よく語られる「王様の耳」ははじ

めから王様の耳がロバの耳をしているところか

らはじまる。王様はそれが人に知られることを
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おそれて，理髪師たちを生きては帰らせない。

一人だけ絶対口外しないと誓って王宮を出るこ

とができた。しかしこの男は胸にしまっている

ことの苦痛に耐えかねて，樹の根もとに穴を掘

り，そこにこの秘密を放出してやっと心の重荷

から解放された。春，強風が樹を吹き倒した。

穴が割れ，吹き込まれた声が巷を流れた。以下

周知の通り。

　この話の原形はギリシャである。

　プリギヤの国，ミイダス王の話。ミイダス王

は森の神パンの吹く笛の音が，音楽の神アポロ

ンの奏する琴の音よりも優れている，といった

ばかりに，アポロンののろいをうけた。「そん

な耳はロバの耳になるがよい。」王はそのみっ

ともない耳を王冠でかくしていたが，側近の床

屋は秘密を見てしまう。それをひとりで持っこ

とのっらさに，土の穴へささやきこんで埋めた

ところ，そこから生え出た葦が，吹く風にそよ

いでは秘密をもらした。

　ゲーテはこの話を逆手にとる。「ローマ悲歌」

R6mische　Elegien（1806）中の第20詩篇の最終

句に，愛の秘めごとがそのように語り伝えられ

よ，とうたう。「王様の耳」も，ひたすらこん

にちの形への道を歩んだわけではなかった。こ

うしたことを知っておくのは，イソップ変容を

感じとる上にも役立っであろう。

b）西ドイツ：一
　西ドイッ，ミュンヘンとアウグスブルクM冠n－

chen　u．　Augusburgでのアンケート調査及び

集計等一切を全面的に鎌田康男氏の協力に負う

ている。

　氏は現在M廿nchen大学において日本学Ja－

panologieを担当しているが，　Augusburg大

学を中心にした滞独11年間の研究成果を，大

著「若きショオペンハウエル」Der　junge　Scho－

penhauerとして刊行した。これは1988年Scho－

penhauer生誕200年を記念する代表的著作と

なったQ

　日本の場合と同じく，氏の手になるアンケー

ト用紙と集計結果を掲げてある。当然，日本の

場合と同じく，その注釈が必要であり，いまの

段階でも述べたいことが多々あるが，予定され

ている追加資料を侯った上で，試みたい。且っ

日本との比較考察も，非常に興味深いものとな

ろう。

皿くアリとキリギリス＞contra

　　　　　　〈旅人とプラタナスの樹〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　いまここにアリとキリギリスが使われている

二つの新聞記事がある。一っは80年代を前にし

て開かれた「生活設計シンポジウムー80年代

に向けての課題と展望一」の紹介（一頁大紙

面中央の見出しに「あなたはアリ派？　キリギ

リス派？」とある）。もう一っは今年（1989年）

1月8日から10日までニューヨーク・タイムズ

紙が3回連続で行った社説の紹介である（朝日

新聞1月11日付）。日本を勤勉なアリにたとえ，

経済の面で国際競争力での勝者とし，アメリカ

をキリギリスとして反省すべき点ありとしてい

る，ということ。

　この二っの記事は1の冒頭に記したように，

こんにちなおくアリとキリギリス〉が流行して

いるという例証であるが，すぐ気付かれるよう

に，かくの如く「アリとキリギリス」をとり上

げる意識は，祖形的くアリとキリギリス〉の教

訓性の次元をこえている。

　後者ニューヨーク・タイムズの例は，一見，

祖形に近いが，すでにアリ対キリギリスでなく，

キリギリスをも一旦肯定した上でのアリである。

アリにたとえた日本が「高い貯蓄率，長期的な

視野に立った投資，先端技術の意欲的な開発」

を行い「世界の電子機器分野でシェアを急拡大

し，超伝導開発でも優位に立つに至った」こと

をのべ，これに対し，キリギリス・アメリカも

貯蓄率向上，かの双子の赤字（貿易赤字と財政

赤字）の削減，研究開発振興，企業の長期的経
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「アリとキリギリス」再考

営などで対抗すべきなりという。

　祖形「アリとキリギリス」が農耕社会を念頭

において理解し易いのに対し，これは脱工業社

会，高度情報社会，ソフト産業社会，国際産業

社会などの複合的現実の経験をまって充分な理

解をもちうる。

　さて以上は「アリとキリギリス」の寓話的讐

喩的有効性の根強さを語っているものであろう

か。それとも社会構造の根本的変容はその讐喩

性の射程を曖昧なものにし，有効性を失なわし

めているであろうか。

　イソップの終焉？－Das　Ende　des　Aesop？

　それもよかろう。しかしイソップは「アリと

キリギリス」のほかにたくさんある。「都会の

ねずみと田舎のねずみ」があり，「旅人とプラ

タナスの樹」がある。いまこの二っが，ふと非

常に示唆にとむ話におもえてくる。

　「田舎のねずみが都会のねずみに自分の方で

はおいしいご馳走がいっぱい食べられる，と自

慢され，一度来てごらんとそそのかされて行っ

たところが，猫はいる，人間はワナをしかけて

いるわで，戦々競々，田舎で平和にくらすのが
　　　　いとま
何よりと，暇を乞う。」

　「旅人は太陽の照るなかを歩いてきて，いま

プラタナスの樹を見つけ，木蔭で心地よくひと

休みしている。汗もひいて樹を見上げるゆとり

もでた。「おや，この樹は一っの実もっけてい

ない。役に立たぬ樹なのだな。」思わず口を出

たことばに，プラタナスは忘恩の入間に，腹を

立てる以上にさげすみの情を抱く。「いま現に

わたしの恩恵をうけていて，それに気付かぬと

は，何たるうすっぺらな奴なのだろう。」

　私はここに現代の「都市問題」をみる。近代

都市は，いわゆる科学文明の普及を伴って，生

活の便利さ・快適さの故に，人口の流入・増加

を招き，それとともに，規模膨張の一途をたど

ってきた。その結果，何が起きたのか。具体的

に例を東京にとって考えれば一番わかり易い。

生ゴミの横溢，産業廃棄物の山，水の汚染，光

化学スモッグ，交通渋滞，通勤地獄などなど。

郊外の樹は，とうの昔に，郊外が郊外でなくな

るとともに姿を消した。木蔭で憩うどころでは

なくなったのだ。

　田舎のねずみの話は，ひところは，田舎から

都会に来た者の都会になじめぬ負け惜しみの心

理ともよみとれた。或いは都会での挫折感の裏

返されたやっかみともうけとれた。しかし，こ

のねずみはいまや堂々と，田舎の良さを自覚し

て環流していこうとしているのではないか。

　東京をめぐって，遷都，改都，拡都，分都，

展都論などが噴出していることは周知の通り。

っまり都会のねずみの方が安定した心境を失い

田舎のねずみにひかれている現状である。

　祖形「田舎のねずみと都会のねずみ」の末尾

の句は，それを素直にうけとることが正しかっ

たのだ。

　「この物語が明かすのは，質素に暮して不安

　なく生きていく方が，恐れの中に苦しんで贅

　沢するより優っているということだ」（原文

　末尾の句）。

　この言い方はまだ控え目である。がその先を

いう前に，しばし東京をはなれ，西ドイッ，黒

い森Schwarzwaldで，久しくく存在の思索＞

SeinsdenkenをっづけてきたハイデッガーM．

Heidegger（但，1976死去）のいうところをき

こう。

真に住むこと（Wohnen）こそ地上の人間に

与えられた至福である。

真に住むことは，天と地の間，明るめるもの

（das　Lichtende）として真理を感得しっっ生

きることである。四元の大いなる生命との根

源的同一に目ざめていること，……

　このような真に住むことに関して，こんにち

の田舎と都会と何れがえらばれるべき場所

（Ort）であるか，〈存在の思索〉者は誰でもそ

れを分別しっつある。
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　しかしながら都会と田舎を単純に対置してこ

とがすむのではない。放置すれば田舎も都会に

転化するのが現代都市の論理をなしている。か

くしてエコポリスecopolis的論理が必然とな

る。

　いま，都市の概念をこれまでと全くちがった

パラタイムで構築しようとする動きが進行して

いる。一人の論者はそれにエコポリスecopolis

という名を与えた。

　それは都会を田舎（自然）との対立において

考えるのではなく，田舎（自然）の中に，都会

を自然との独自の調和として，甦らせることで

ある。これは別言すれば，忘恩の旅人が樹との

対話，自然との対話を忘却したことへの深刻な

反省をよりどころとしている，といえる。すな

わちイソップ・バブリウスの序文のことばに通

ずる。

　…松の木ですら語った。そして月桂樹の葉も

　また…。魚も鳥も…，全く知的に人間と語り

　合った。

　こんにちなおくイソップの終焉〉ではないと

いうべきか。
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児童書に採用された伝承文芸

　児童書に採用された伝承文芸

　一イソップ寓話を中心に一
　　　　　　〔第】1報（その1）に続く〕

中地万里子，川合貞子，加藤優子

はじめに

　＜そんなに遊んでばかりいては，きりぎりす

になるよ〉，〈あれは酸っぱい葡萄だって？〉

〈兎さんだって油断したら負けるのよ〉など，

われわれが毎日の生活のなかで何気なく口に出

し，子どもにも話しお互いを励しあったり，自

らを戒めたり，納得したりする考え方や，諺的

なことばにはイソップ由来の讐喩力沙なくない。

　古来からの各種「イソップ寓話集」の数多い

寓話のなかには，史実としてのイソップが語っ

た本来のイソップ寓話を中核としながらも，研

究者らによって，インド起源説や，オリエント

発生説をとられているイソップ風寓話も含あて

広く世界中に流布し，伝承文芸としてさまざま

な変容を繰返しながら今日に伝えられていると

いわれる。本研究におけるわれわれの課題は，

近代以降日本の子ども達が接してきた「イソッ

プ寓話」の実態を明らかにし，その教育的役割

を考察検討することである。

　すでに，1987年度の本プロジェクトの報告

（〔第II報一その1－〕）において，近世以降の

子どもの本における「イソップ物語」の登場の

経緯にっいての概略を述べた。即ち「イソップ

寓話」そのもののわが国への渡来にっいての最

初の根源は未だ明らかにされていないが，中世

末期の1593年（文禄2年）に，天草のキリシタ

ン学寮から平家物語と合冊製本して出版された

のが，通称「天草本・伊曽保物語」といわれる

ローマ字表記の『イソポのハブラス』で，現存

する日本語訳「イソップ寓話集」の最古のもの

である。また，その数年後の1610年代（慶長末

期～元和初期）に，文語体，古活字本の仮名草

子『伊曽保物語』の初版が成立出版されている。

これは，その後数度にわたって版を重ね，1659

年（万治2年）に新たな版が起されたとき，挿

絵入りの整版本となった。

　キリシタン禁制の江戸時代において『イソポ

のハブラス』がどのような扱いをされたのか，

その点に関しての知識を得ていないが，「伊曽

保物語」としての「イソップ寓話」が，わかり

やすい処世訓どしてわが国の近世社会で活用さ

れたことは，すでに述べたところである。その

理由は，文化の異なる西欧渡りの祖本の話を，

日本人向きに再話し編集した『イソポのハブラ

ス』や『伊曽保物語』の著者の功績であろう。

また，話の内容寓意が，民族や時代を越えて通

用する普遍的なモラルを説いたものが多いこと，

上層階級のためのそれでなく，いわゆる民衆の

処世訓であったことも広く流布した条件であろ

う。さらに，鼠や馬や烏など，いろいろな体形

特質をもった動物を登場させた動物寓話が大部

分を占めていることも，話をわかりやすく，面

白くし人々の興味をそそった理由と考えられる。

それは，同時に「イソップ寓話」が子ども向け

のお話としての条件を満たしていたことにもな

る。子どもにわかりやすく，子どもを楽しませ

るお話の条件は，語り継がれて伝承した「昔話」

のもっ条件でもあるが，「イソップ」のお話は，

われわれ日本人が，日本の昔話の「桃太郎」や

「かちかち山」を親しんできたのと同じように，

「兎と亀」や「ライオンとねずみ」など，絵本

やお話や童謡を通して幼ない日から心の故郷の

情景のひとっとして持っている世界である。

　なお，子どもを聞き手や読者対象とする外国

の有名なお話，児童文学や昔話は数多くあるが

その邦訳紹介において「イソップ寓話」は唯一

江戸時代以前という突出した早い時期に行われ

た。徳川幕府300年の鎖国政策の影響であろう

と考えられるが，江戸時代には蘭学などは別と

して，文学作品の邦訳はほとんど行われなかっ

たのではないだろうか。「アラビアン・ナイト」

が1875年（明治8年）ゲーテの「狐の裁判」が

1884年（明治17年）「グリム童話」が1887年
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（明治20年）など，明治期に入ってから外国文

学の翻訳・翻案活動は漸く動きはじめるのであ

る。「イソップ寓話」が，日本の昔話と同じよ

うに，早くから子ども達に親しまれるお話乏なっ

た理由は伝承の歴史の古さにも一因があると思

われる。

　われわれの本プロジェクトの本年度の予定は

子どもの本における「イソップ寓話」の再話の

分析を通して，再話者（著者・編集者）や社会

一般のイソップ寓話観，生活意識，価値観に接

近してみることであった。今回もその大半の時

間を資料集め等に費してしまったが，予備調査

的なアンケートも実施できたので，それも加え

て一応のまとめを報告したい。

1．児童書「イソップ物語」の読者対

　　象

　近世における「イソップ寓話」の出版状況は

すでに述べたが，天草本・伊曽保物語の『イソ

ポのハブラス』も，仮名草子本『伊曽保物語』

もその読者として，子どもを対象にしたもので

はなかった。したがって，その文章や内容は子

ども向けにはなっていなかった。例文を引くと

長くなるので省略するが，一般向けの書物とし

て難しい表現はないが，その讐えは成人向けと

考えられる。また，それら「イソップ寓話」の

影響を受けて作ったと見られている同時代刊行

の笑話集『戯言養気集』（1615年）『悔草』（164

3年）『わらんべ草』（1651年）『為愚痴物語』（1

662年）少し時代を下って『絵入り教訓近道』

（1844年）等にも「イソップ話」がとりあげら

れているが，いずれも間接的には子どもが影響

を受けたことは十分考えられるが直接の読者と

してはおとなを考えて出版された処世訓集のよ

うである。

　明治に入って，日本の近代化政策が急速に進

められるなかで，啓蒙書的な図書は西洋圏の書

物の翻訳も含めて出版活動がしだいに活発になっ

ていく。「イソップ寓話」も，先行する天草本

仮名草子本とは別系列で，当時の文部官僚で教

育者であり英学者の渡部温による邦訳が出版さ

れた。これは，トマス・ジェイムズ（T．James

1595～1624）の英訳本からの重訳で，洋画家藤

沢梅南の扉絵，河鍋暁斎，榊篁邨の挿絵入りで

1872～1875年の間に東京と沼津から干桁された，

6巻237篇の『通俗伊蘇普物語』である。

　本書は，訳者自身の例言に「……意味の深長
　　　　　　　　　　　　　　　　　こどもしゆっ
なるとに注意して，猶一層の分解を加へ童蒙へ

説諭せらるる事あらば，予が本懐これに過ず…」

と記されているのを見ても，読み聞かせ，語り

聞かせる対象としては，子どもを大いに意識し

ていたことが明瞭である。なお，この『通俗伊

蘇普物語』は，学制公布後の明治期小学校教育

の修身教科書として扱われたこともあり，海後

宗臣編集『日本教科書大系』第一巻にそれが収

録されているが，解題によれば，教師用教材と

して活用されたもののようである。また，その

後の明治期を通して，さらにそれから流れをひ

いている昭和戦中期までの小学校国語科および

修身科の教科書教材に，繰返し「イソップ寓話」

が採用されるが，それらの出典にっいての検証

は，本研究グループでは未だ行っていないが，

小堀桂一郎著『イソップ寓話』によれば，その

大部分は，渡部温の『通俗伊蘇普物語』を源泉

にしていると考えてよいという。

　このほか，明治初期に「イソップ寓話」を紹

介した書物には，福沢諭吉の『童蒙をしへ草』

（1872年）がある。本書は福沢の教育的意図か

ら編まれた啓蒙書で，イギリス人チェンバーズ

のMoral　Classbookの訳書である。構成は

全五冊29章より成って各章に標題として実践的

徳目をあげその趣意を記し，それぞれの歴史上

の逸話や寓話を数種類入れて具体的に説いてい

くという編成のものであるが，その材料として

「イソップ寓話」が10篇用いられている。

　例えば，第13章の「倹約の事」の項目に「蟻

といなご（きりぎりす）の事」第26章「信実を

守る事」の中に「羊飼う子供狼と呼びし事」な

どがあげられる。福沢諭吉がこれらの話材を
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「イソップ寓話」であると知っていたか否かは

わからないということであるが，この著作を世

に出した意図を述べた序文に，〈…願くば後進

の少年，諸学入門の初に先づ此書を読み…〉と

あるのを見れば，これから学問を志す少年を読

者対象に考えたことは明らかである。本書が渡

部温の『通俗伊蘇普物語』と同年の明治5年に

出版されたことは，西洋の寓話が近代化をめざ

す時代の日本の児童教育の教材として活用され

た点において注目したい。

　しかし，この時代これらの書物の読者となり

得た児童は，読書力のかなり進んだ年齢であっ

たと考えられる。一般に，わが国において子ど

もの発達段階を考慮し，年少の児童を対象とし

た図書が企画出版されるようになるのは，明治

30年代以降と考えてよいだろう。このことは，

小学校の教科書に掲載された同一教材の表現の

違いを比較してみてもわかることである。前回

第ll報に掲載した明治20年（1887）の『尋常小

学読本巻二』の「欲ふかき犬の話」（A）と，明治

36年（1903）の国定第1期『尋常小学読本巻二』

（B）及び大正7年（1918）の国定第皿期（1926年

版も同じ）『尋常小学読本巻二』（C）の同じ話を

比べてみよう。㈲，（Oは前報告に全文引用して

あるので省略し，（B）のみを引用する。

　イヌガサカナヲクハヘテ，ハシ
　ノ　ウヘ　ニ　キマシタ。ソノ　カゲガ

　ミヅニ　ウッリマシタ。

　イヌ　ハ　ソノ　カゲ　ヲ　ミマシタ。ソ

　シテ，「ホカノイヌガサカナヲ
　クハヘテヰルノ　ダ。」ト　オモヒマシタ。

　イヌ　ハ　　「アノ　サカナ　モ　ホシイ。」

　ト　オモヒマシタ。ソシテ，ワント，ホエ

　マシタ。

　スルト，イヌ　ノ　クハヘテヰタ　サカナ

　ガミゾニ，オチテシマヒマシタ。
　㈲，（B），（C）を比較すると，㈲の文語体は（B），

（C）において口語体となり，文章は㈹，（B＞，（C）の

順に短かく簡潔になっている。しかし，（Oでは

川のなかにいる犬が自分の影であることの説明

はない。代わりにそれは挿絵によって描かれて

いる。（B）が全文片仮名で書かれているのに対し

㈲は漢字が多く平仮名，◎は片仮文にわずかに

漢字が入って，1年後期における国語科の指導

内容の系統的な位置づけがみられる。

　福沢諭吉の『童蒙をしへ草』や，渡部温の

『通俗伊蘇普物語』に次いで，明治20年代まで

の子どもを対象とした「イソップ物語」も含ん

だ図書には，省己遊人の『稚児話の友』福沢英

之助の『訓蒙話草』など，幾種かが世に出るが，

教科書においてさえ，子どもが十分に読みこな

せる内容・表現の配慮が未熟であった時代のそ

れらは，未だ実証してはいないが，その意味で

子ども達が読んでよくわかり，魅力的なもので

はなかったのではないかと考えられる。

　しかし，子どもは幼ない日に親しいおとなに

読んでもらい，解説してもらった本の内容を，

なっかしく印象深く憶えていることが多い。教

訓をそのまま押しっける話でなく，動物を擬人

化するなどして面白く語った「イソップ寓話」

の寓意は，生き方のモデルを求める年齢の子ど

もに納得のいく生活訓として，人気を得ていた

ものであろう。

　明治後期になると，児童文学の領域でも翻訳

再話，創作への活動にすぐれた業績がみられる

ようになる。巌谷小波の「少年文学」全32巻，

「日本昔噺」全24巻，「世界お伽噺」全100篇な

どの仕事は，その先駆的活動として評価される

ものである。また，上田萬年の訳になる「グリ

ム童話」や「アンデルセン童話」の紹介は，異

国のメルヘンを通して子ども達の想像の世界を

広げた。そして，若松賎子の『小公子』や森田

思軒の『十五少年』など長編児童文学の名訳も

生まれ，更に，小川未明の『赤い船』の刊行に

みられる近代的創作童話文学の芽生えもあって，

子どもを読者対象とする今日的な意味での児童

文化財としての文学作品の出版に良心的なエネ

ルギーが注がれた。

　このような児童書出版の環境のなかで「イソッ

プ寓話」も子どもが読んで楽しめるお話の本と
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して各種企画出版されるようになる。その代表

的なものは報告llに書名を掲載した。続いて大

正，昭和期になると，読者対象の年齢は下に広

がり，挿絵入り「イソップ物語」や，絵本「イ

ソップものがたり」幼年雑誌の中の「イソップ

絵ばなし」など，単行本，シリーズ本，月刊誌

などに数多く登場し今日に到っている。

2．児童書「イソップ物語」にみられ
　　る特質

　口づてに語り継がれる口承の文芸は，伝承の

過程で語り手や聞き手の興味・関心事と，語ら

れる時代や地域の文化の影響を受けながら部分

的な変容を繰返していく。しかし，後世永く伝

えられていく話には，その核になる本質的な内

容が大筋において残されていくという特質があ

る。わが国にも，古くから伝わる昔話・民話・

伝説の数々があり，そのなかには世界的な範囲

で類話が存在するものもあって，そのルーッや

内容にはさまざまな観点から研究的関心が寄せ

られている。本稿においては，近代以降の児童

書における「イソップ寓話」のとり扱い方にっ

いて述べていきたい。

　1）話材の特徴

　前報告で，大阪国際児童文学館所蔵の「イソッ

プ寓話集」のうち，明治期以後昭和戦中期まで

の11種の児童書にっいて，その話材を検討した。

資料にした11種中表3の記号j（東京家政大学

生活科学研究所研究報告　第11集p．57）は，

『カナオトギ　イソップ物語』の書名で出版さ

れてはいるが，著者吉見文雄氏の創作性が高い

幼年向きのお話となっているので，ここでは除

外し，その10種と現在（1989年）市販されてい

る「イソップ寓話集」の数種を加えて，その話

材の特徴に言及したい。前掲10種の資料の5種

以上にとりあげられた話材は49話であるが（本

研究報告第11集p．58，4表）各寓話集にとり

あげた話数の総数がそれぞれ異なるので，これ

によって単純に話材の傾向を判断することはで

きない。しかし，総話数を考慮に入れて49話が

とりいれられている割合をみてみると，281話

のa，257話のdはいずれも49話の90％を越す4

5話を含んでいる。次に160話のeが43話，bが

41話で80％を越し，127話のiが27話，126話の

cは36話で，前者が55％であるのに比し，後者

は73％となっている。iとcは総話数がほぼ同

数であるので逸話の原本や観点が違っていると

考えられるが，その検討は今後の課題としたい。

なおc，明治40年（1907）発行の佐藤潔訳『正

繹伊蘇普物語』で，その序文に「…此繹書は我

国の学生間に最も多く行はるS英繹に糠りて正

繹したるものなれば，英文と封照して閲読する

者に，便利を与ふることも亦勘からざるべし。…」

とあるのをみてわかるように，英語学習を始め

た当時の中学生を主な読者と考えていたものの

ようである。それに対して，iの「イソップ物

語」は，昭和8年（1933）発行の春陽堂の少年

文庫シリーズの1冊で，これ以前すでに冨山房

から子どものためのすぐれた「イソップ寓話集」

として評価の高い模範家庭文庫『イソップ物語』

を大正5年（1916）に，画とお話の本『イソッ

プ物語』を大正14年（1925）に出した楠山正雄

の訳で，どの話も最初の出だしの文字を大きい

ゴシック活字とし，句読点にも細かい配慮をし

て子どもに読み易い工夫をしたことがうかがえ

る。また，はじめに序の詞があって，ファエド

ルスよりという韻文が導入の役を果たしている。

ところどころにユーモラスな絵があるのも楽し

いo

　残るf，9，h，　kは総話数が各々67，81，

93，65と少なく，従って話材も「イソップ寓話」

の広い範囲から少数をピックアップすることに

なるが，その割には，この49話からは，23話51

％，20話41％，15語31％，14話29％が採用され

ている。

　現在市販されている代表的な児童書「イソッ

プ寓話集」の中から，岩波少年文庫の『イソッ

プのお話』河野与一編訳の全300話には，この

49話の中46話が入っている。この岩波少年文庫
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は初版が1955年で，ハルム校訂本426話とシャ

ンブリ校訂本362話から，選話されており，少

年少女読者に不適当とと思、われる大人のための

話，形がはっきりととのっていないもの，教訓

がこじっけめいたものを省いたと訳者はあとが

きで述べている。49話の中で省かれたものは

「漁師と小稜魚」「老人と死」「腹蛇と鎗」の3

話である。なお，この少年文庫版にはもくじの

はじめに〈有名なおはなし〉として次の15話を

あげてある。この15話中11話が前報告（第11集）

p．58の4表にあげた49話に含まれている。

　　　　表1　有名な話

（岩波少年文庫『イソップのおはなし』より）

話　　　材 r懸拶紮集』 資料寓話
W採用数

①カラスとキッネ 烏と狐 5／10

②セミとアリ 蝉と蟻たちきりぎりす 6／10
せみ 1／10

③肉をくわえたイヌ 肉を運んでいる犬 9／10

④キッネとブドゥ 狐と葡萄の房 8／10

⑤野ネズミと家ネズミ 田舎の鼠と都会の鼠 8／10

⑥ライオンとネズミ 獅子と（御恩返しをし 9／10
た）鼠

⑦北風と太陽 北風と太陽 7／10

⑧塩を運んでいるロバ 塩を運ぶ騙馬 0／10

⑨王さまをほしがって （王さまを求める蛙た 8／10
いるカエル ち）

⑩棒のおしえ （兄弟喧嘩をする）百性の息子たち

0／10

⑪漁師と大きい魚と小 漁師（と大きい魚ども 0／10
さい魚 と小さい魚ども）

⑫ウサギとカメ 亀と兎 7／10

⑬旅人とクマ 旅人たちと熊 9／10

⑭木こりとヘルメス 樵夫とヘルメス 0／10

⑮うそつきの子ども 悪戯をする羊飼 8／10

　ここで気がつく事は少年文庫版で有名な話と

した15話の中資料として使った明治，大正，昭

和戦中までの「イソップ寓話集」10冊の中に上

位では採用されていない話材が4話あることで

ある。そのうち⑧「塩を運んでいるロバ」の話

は，明治20年の文部省編纂になる『尋常小学読

本巻』2年用に「ほねをしみせし馬の話」とし

て採用され，明治36年第1期国定教科書『小学

国語読本巻三』にも同じ題で再話され採用され

ている。教科書に出た話であれば，知られては

いるが，改めて「イソップ物語」に入れる必要

がなかったのだろうか。

　同じく上位では採用されなかった⑩「棒のお

しえ」は，戦中の小学生であった筆者は，毛利

元就の三人の息子達への教えとして〈1本の矢

はたやすく折れるが，3本束ねたものは容易に

は折れない〉との讐で，兄弟仲良くすることの

大切さを訓したという話を聞いている。天草本

『イソポのハブラス』にも「百姓と子どもの事」

で出てくる話材であるが，話としての面白さは

ない教訓性の強い話であり，よく知られている

ためにやはり「イソップ物語」からは省かれる

傾向があったのであろうか。

　⑪の「漁師と大きい魚と小さい魚」はストー

リー性の乏しさで省かれたと考えれば納得でき

るが，⑭の「木こりとヘルメス」は，これが

「イソップ寓話」の仲間だったのかと，改めて

認識させられるような物語性に富んだ楽しい話

である。「イソップ寓話」とは知らずに，幼な

い時に絵本やお話の本で出逢っている人は多い

と思われる。動物寓話ではないため異質の感じ

があって採用率が低くなっているのだろうか。

　最近の「イソップ物語」「イソップ絵本」の

5～6冊を見て気がっく話材の特徴は，動物登

場の話が多いことである。しかし，これはすで

に明治後期以後，「イソップ寓話」が子どもの

読者を対象に編集されるようになった時から始

っていた傾向とみてよいようである。

　2）内容と表現

　その内容分析は，子どものための「イソップ

物語」にっいてまだ十分な検討を行なっていな

いが，話材選択の傾向からも言及したように，

子どもに親しみ易い動物ものが多く扱われるよ

うになっている。「イソップ寓話」は本来簡潔

で短く飾りのない文章で，ずばりと本質をっい

ているのがその特徴であるが，話を面白くする

ための，情景描写や性格描写を加え，起承転結

のはっきりしたお話としての形を整えて再話が
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行われる傾向がみられる。そのため，教訓性は

後退し，文学性が高くなっているといえるので

はないだろうか。このことにっいては，更に実

証的な検討考察が必要であって，仮説の域を出

ないが，読者に押しっける形で教訓性が前面に

出ている話よりは，文学性によって読者を感動

させ，お話の世界に引き込み，心情的に共鳴，

同化できる再話の方がより影響力が高いと考え

られる。

　ここで「狐と葡萄の房」の数篇を引用してみ

よう。

①キツネとブドウ（『イソップのお話』

　　　　　　　　　　河野与一訳，1955年）

　おなかのすいたキッネが，ブドゥだなか

らさがっているブドウを見て，それをとり

たいとおもいましたが，だめでした。そこ

で，たちさりながら，ひとりごとをいいま

した。

　「あれは，すっぱいや。」

　こういうふうに人間のなかには，力がな

いためにできないことがあると，時節のせ

いにするものがいます。

②正しき望み（狐と葡萄）（『イソップお

　　　　　　　伽話』1911年　巌谷季雄著）

　諸君／　自分の力では，蓮も達し得られ

ぬ様な，大きな望みを抱いて，夫が仕遂げ

られぬ時は，直に自棄を起す位なら，初め

からそんな野心を抱くより，正しい希望を

持て，だんだん進んで行く方が，いくら幸

福か知れません。

　或時一匹の狐が，腹の空いたのを我慢し

て，路を歩いて居る中やがて廣い廣い葡萄

畑に，さも旨さうな葡萄の實が，鈴なりに

なって居るのを見て，もう食べたくて仕様

がありませんから，幾度も飛び付いて取ら

うとしましたが，高い棚の上にあるので，

どうしても思う様に取れません。

　それで，幾度も跳ねて居る中に，体は段

々疲れるのに，葡萄は一粒も食べられませ

んから，狐はとうとう自棄を起し，

　「何だ／　こんな青い葡萄が食べられる

もんか。食ったら酸ばくて仕様がないだろ

う。」

と，毒づいて，其まS行ってしまひました。

③きっねとぶだう
　　（『イソップ童話集』菊池寛著　1927年）

　一ぴきのきっねが，ペコペコに，へった

おなかをかかえて，あるいてゐますと，と

ある，みちばたに，すてきに，うまそうな

ぶだうが，ふさふさと，たれさがって，居

ました。きっねは，のどを，ならしながら，

ぶだうに，とびっきましたが，かなり高い

ところに，ぶらさがってゐるので，中々，

手が，とどきません。

　ああもして見，かうもして見，いろいろ

考えながら，やって見ましたが，どうして

も，手が，とどかなかったので，とうとう

おしまひに，きっねは，はらをたててしま

って，

「なんだ，あんな，すっぱいぶだうなんか，

だれがたべるもんか，たのまれたって，ご

めんだよ。」

と，ぶっぶっ，ぶだうの，わるくちを，い

ひながら，行ってしまひましたとさ。

④きっねとぶどう（『イソップ童話』

　　　　　　　　　村岡花子文，1966年初）

　森にぶどうの木があり，おいしそうなみ

がたくさんなっていました。

　一ぴきのおなかをすかしたきっねがとお

りかかって，これをみっけました。

「こいつはありがたい，おもわぬごちそう

にありつけたわい。」

　きっねはよろこんで，さっそく，せのび

をして，むらさき色にじゅくした，一ふさ

のぶどうをもぎとろうとしました。でも，

ぜんぜん，手がとどきません。
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「なあにとびっけば，わけないさ。」

　きっねはいまいましそうにいって，ぴょ

んと，とびあがりました。けれども，やは

り手がとどきません。

　きっねは，二，三かい，っづけさまにと

雄鶏社発行

『イソップものがたり』よ

　　「よくばりいぬ」

ぴあがりました。でも，やっぱり，手がと

どきません。

「ええい，じゅくしてなくてもいいや。青

いのだって，あじはおなじことだ。おれは

おなかがすいて目がくらみそうなんだ。」
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『イソップ童話』より

　　「ライオンとねずみ」
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　きつねは，すこし下にぶらさがっている

まだ青いみをねらって，力いっぱいとびあ

がりました。

　ところが，青いぶどうも，もうすこしと

いうところで，やっぱり，手がとどきませ

ん。

　きっねは，あせをかきながら，いくども，

くりかえしました。

　しかし，だめでしたQ

　とうとう，きっねは，いまいましそうに

したうちをして，

「あのぶどうのみは，どれもこれも青くて

まだ，じゅくしていないんだ。とてもすっ

ぱくて，たべられはしないだろう。」

と，いって，ぶどうの木のそばからたちさ

りました。

　きっねは，ぶどうのみに手がとどかず，

とうとう一っぶもたべられなかったので，

くやしまぎれにこんなことをいったのです

ね。

文に山中冬児が絵をっけた26話，解説つき126

ページのカラー版である。僧成社発行の愛蔵版

で小学初級中級向の全国学校図書館協議会選定

図書になっている児童書である。かなり長文に

なって，すっきり切れ味が良いとはいえないが，

狐の気持ちがひとり言のセリフになって親しみ

やすくなっている。最後にひと言，寓意の解説

があるが教訓性はあまり強くなくて，ストーリ

ー性に重点がおかれている。

　その他，現代の幼年向け「イソップ物語」に

は，文章を少なくして絵が語る「絵話イソップ」

や「イソップ絵本」「アニメ画絵本」「マンガイ

ソップ物語」など，映像時代を反映したさまざ

まな技法による表現も種々使われている。（前

頁写真参照）

　このような児童書を通して接する「イソップ

寓話」から現代の子ども達がどのような影響を

受けるのか興味深い。

3　「イソップ寓話」の影響

　引用が長くなってしまったが，①はシャンブ

リ版ギリシャ語の原文をほぼ忠実に訳出したも

のということで，簡潔で無駄のない短い文章の

中ですべてを云いっくしている感じがある。し

かし，どうだめだったのか，幼い子どもにはイ

メージが湧きにくいという問題がある。②は巌

谷小波の口演調で，教訓型の典型である。これ

も年長児向けであるが，独特の語り口調からそ

れなりのイメージが描かれるようで，わかり易

い。③の菊池寛著は，昭和2年という時期にし

ては，大変新しい感じを受けるすぐれた幼年向

け童話に仕立てている。挿絵も一流の童画家岡

本帰一等によってっけられ，楽しい，美しい本

である。「ああもして見，かうもして見」とい

う部分を，少し具体的な行動の例で叙述すれば

幼児・低学年向けに完全な再話といえるのでは

ないかと考える。④は初版が1966年，1979年ま

でに32刷を重ね，1985年に改訂版を出したロン

グセラー本で，現在市販されている村岡花子の

　われわれは，古くから伝わる「イソップ寓話」

が，現代の大人達にどのように伝えられ，どの

ような影響を及ぼしているかを知りたいと思い，

今回は予備調査の段階ではあるが，アンケート

調査を行った。そのうちの一部を報告する。

　調査対象は，東京家政大学附属幼稚園児の母

親41名で平均年齢は34．6歳である。調査内容は

岩波少年文庫『イソップのお話』の中の有名な

話15篇（前掲表1）とイソップ寓話との比較検

討のため日本の五大昔話（ももたろう，かちか

ち山，さるかに合戦，したきりすずめ，はなさ

かじじい），グリム童話6篇（オオカミと七ひ

きのこやぎ，シンデレラ，ヘンゼルとグレーテ

ル，赤ずきん，白雪姫，ブレーメンの音楽隊）

にっいて，①お話の既知，②知った時期，③場

所，④方法，⑤お話の印象，⑥ストーリーの記

憶，⑦お話の内容が教訓的であると思うか否か，

⑧お話が現在の生活に影響を及ぼしているか否

かの8方向からの問いを設定した。その他，子
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どもに与えているお話，子どもが好きなお話，

子どもに読ませたい本とその理由などにっいて

自由記述により回答を求めた。

　まずお話の既知については，イソップ寓話15

のうち，「セミとアリ，北風と太陽　ウサギと

カメ，野ネズミと家ネズミ，木こりとヘルメス」

は88％～100％，「棒のおしえ，王さまを欲しがっ

ているカエル，漁師と大きい魚と小さい魚」は

79～20％，日本の昔話，グリム童話はほぼ100

％知っているという結果が得られた。印象の強

かったお話は，既知で高率であった「野ネズミ

と家ネズミ」がやや低くなり，既知で高率を示

した他のお話と，うそっきの子どもが50～76％

の者に印象が強かったと回答されている。特に

「ウサギとカメ，うそっきの子ども」は印象が

強いことが示されている。グリム童話では「シ

ンデレラ，白雪姫」の印象が強く，他のグリム

童話や日本の昔話も印象が強い傾向を示してい

る。教訓的であるか否にっいては，イソップ寓

話のほとんどが教訓的であるとする傾向が強く，

「野ネズミと家ネズミ」がイソップ寓話の中で

“ただおもしろく楽しい”と最も多く（37％）

回答されたお話であるが，この話さえ教訓的で

あるとする者が42％になっている。昔話は「し

たきりすずめ，はなさかじじい」を教訓的とす

る者が多いが，おもしろく楽しいとする率もイ

ソップ寓話より多く，「ももたろう」は66％で

ある。グリム童話は「狼と七匹のこやぎ」を34

％の者が教訓的と回答したのが最も多く，他は

おもしろく楽しいと回答している者の方が多く

なっている。調査に取り上げたお話が現在の生

活に影響しているかどうかにっいては，「うそ

っきの子ども，ウサギとカメ」が55％，「セミ

とアリ，肉をくわえたイヌ，北風と太陽木こ

りとヘルメス」が30～40％影響があると回答し，

昔話，グリム童話は影響なしと回答した者が70

％以上となっている。

　以上のことから，イソップ寓話に関しては，

お話を知っていてしかも印象が強く，教訓的で

あるものが現在の生活に影響を与えており，欲

ばらない，うそをっかない，怠けない，努力す

るなど，“～してはならない，～せねばならぬ

”という態度や価値の形成に影響を与えている

ことがわかる。

　一方昔話やグリム童話は，お話を知っていて

印象が強いにもかかわらず教訓的であると認知

されておらず，現在の生活への影響はないとす

るものが多い。ストーリー性に豊んだ話が印象

的であることはイソップ寓話，昔話，グリム童

話に共通するが，生活そのものへの影響は内容

が教訓的か否かによって異なったり，ストーリ

ーの豊かさに心引かれる要因が強いために教訓

をあからさまに受け入れないことによるのかも

しれない。

　次にこれらのお話をいっ頃，どこで，どのよ

うに知ったかにっいてみる。まずいっ頃かにっ

いて，イソップ寓話は「ウサギとカメ」が幼児

期にとする者が多い他は児童期とする者が多く，

それに対し日本の昔話は幼児期が多く，グリム

童話は幼児期，児童期にわたっているという結

果が得られた。知った場所はほとんどが家庭で

あるがイソップ寓話の「セミとアリ，野ネズミ

と家ネズミ，北風と太陽　うそっきの子ども」

又，グリム童話の「狼と七匹の子やぎ，ブレー

メンの音楽隊」は30％前後の者が幼稚園や保育

所，学校という家庭外で知る機会を持っている。

話の伝達者にっいては，イソップ寓話は50～70

％の者が自分で絵本や本で読んだとし，「北風

と太陽」は先生に，「ウサギとカメ」は家の人

にという傾向を示している。それに対し，日本

の昔話は家の人に読んでもらった者が多く，グ

リム童話では「赤ずきん」が家の人に，「ブレー

メンの音楽隊」は自分で読んだとするものが多

く，他は自分で，又は家の人に，がほぼ同程度

の傾向を示している。

　これらのことから，戦後生まれの回答者の世

代においては，イソップ寓話は児童期に自分で，

日本の昔話は幼児期に家の人から，グリム童話

は二者の中間という傾向がみられ，お話の伝達

時期，経路の違いが，受け手の子どもにとって
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影響する方向性を異にするかどうかは，

検討を必要とするであろう。

さらに　　展させていきたいと思っている。ささやかな研

　　　　究のために，いろいろとご援助いただいたこと

　　　　　に深く感謝の意を捧げます。

おわりに

　児童学の領域が抱える研究課題はさまざまで

あるが，子どもが幼児期から身近かな人々やい

ろいろなメディアをとおして聞いたり，見たり，

読んだりしたお話の世界の経験内容は，その人

格形成に大きな影響を与える要因のひとつであ

る。

　なかでも，寓話・民話・伝説など，その心が

生活風土の中に有形，無形の糧となって融けこ

んでいる伝承の文芸は，われわれの現在の生活

様式や価値観の形成基盤となっていることが考

えられる。その意味で，本研究が意図したこと

の意義は大きく，その成果が期待されるもので

あろう。

　本プロジェクトのわれわれ児童学グループは

その手がかりとして伝承文芸がどのような形で

子ども達に伝えられているのかを解明し，そこ

にわが国の児童観や教育観の反映を見たいと考

えた。また，それを通して，過去から未来に向

けての子どもの教育や文化の問題を考えてみよ

うと試みた。

　いろいろな伝承文芸の中から「イソップ寓話」

を研究の中心においたのは，中世末期という早

い時代に海外から伝えられた「イソップ寓話」

の数々が近世を経て，近代以降の児童性の発見

の過程の中で，子どもの本として採用されるよ

うになった経緯が比較的容易に把握できるので

はということがその理由であった。しかし，研

究を進める程にその奥の深さにおののかされて

きた。研究課題としては，少し範囲を広げてし

まったようであるので，今後は小さな問題をひ

とっひとっ実証的に解決しながら大きなテーマ

に向って積み上げていきたいと考えている。そ

の意味でプロジェクトの研究期間が3年聞の終

りを迎える今，研究は漸く緒にっいた感じであ

る。この3年間の活動を基礎にしてこれから発
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